
第三次C.型

宮島丸

（内外運輸産業株式會肚）

石川島重工業建造

昭和24年7月27日竣工
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電 動油清淨

發電機機用電動機
配電盤電動冷凍機
電動揚貨機電動逼風機
電動操舵機揚錨機用電動機
暖房器繋船機用電動機
火災譽報装置補機用電動機
泉京丸ピル。大阪阪榊ピル・名古屋南大池通り・禰岡天祁ピル
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ヂーゼル用制御配竃昼

速錘舵捜燥縦裟丘
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和玉丸

（玉井商船・船舶公團）
、

リ昭和24年5月竣工
。f

日本海船渠建造

長83;54m

幅，12.26m

深6.20m

總噸数2,080T

速力.12.5kn

捜關（レシプ再）
'1,750HP
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浦賀船渠建造
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長105.00m

幅･15.00m

深8.20m

，總噸数3,650T

速力.14､5kn

_＝機關(･タービンt)
2,400HP
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第十二幾久丸（中内商船）

昭和23年7月15日竣工

東京造船所建造

長60．00m

幅9.50m

魂采5.45'm

總噸敷545T

速力9.9kn

機淵(レシプロ)"500HP
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第十一大源丸（名村汽船）

昭和23年8月25日竣工

鬘悩時鴨濡遥。
幅12.50m

深.6.50m

總噸数2/103T

速力130kn

繼關(孝一ゼル）’’'00職

’ 8

L

ノ

鈩

‘

6１
４

且 － －



、

。

’

新造船嶌、眞、集〃2喝､..11

．●

〆

ー

＝紅-コ二一

〕

Ｆ
ｂ
ｖ
Ｕ
７
ｆ
ｂ
口
ｂ
１
０
Ｂ

第3次F型鏡1・山丸（趣丸汽船d船舶公團）

昭和24年5月31日竣工

深･4.50m

總噸数695ぽ

三菱重工業下關造船所建造
速力12.56kn

機瀞(レシプ戸)700H.P.
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（大阪機船）

川南エ業香焼島造船所建造
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昭和24年2月28,日竣工

83.52m 深 6．201n

12,20m 總蝿陵.1,990.67T

（大洋海運産業。船舶公関）

川南工業香焼島避船所建遥
速力!13.8kn

機開(レシプロ)1,500HP
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〔寓眞上)KNEKT(後）

･KRILL.(前),

浦賀船渠浦賀造船所建造・

昭和24年2月21日起工

・7月14日進水
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（寓眞中)_Xos",(右〕
KOS45(左〕
グー 〆

日立造船櫻島工場建造。

昭和24年2月日26起工

7月'狽進水
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雪鐇磨造船所建造
口β

昭和24"1月31日起工

－6月28日韮水

ク

ー
ロ
Ｉ
■
■
Ｂ
■
皇

●

I

qP

鞭
Ｉ
‐
電
も
恥
ｑ
搬

一
凸

一

灘
一一

撫
杢一二

ｆ
ｊ
ｂ

９
▽

イ

各 船要目表

澱
．
關

綱
長
幅
深
峨
鍛
勵
鋤

470T

46&0m

9.0m

5.1m

4,4m

･レシプ弓

2,000HP

14.r8kn

、

ノ 0

L 一



一

、

デンマーク向大型輸出第一船エルセ・メルスクの進水

翌＝ご劇．，、、、

乏

9■4．

"瞳・必‘’〆＄‐

、藤％
〆.，
今宜

久’”
ｰ

'

〃ヅ
箕

"露
〆

1W影一
』

一

7J

も
、

（

一

画ー

苧

E灘夕画
壷 鐸

F1■
守

上P

！辱『

元

百F

■
製

＝？I

、

－

1 ●

、

〔本文28頁参照）：、

、船主デン寺~~ク，コペンハーーケシ･メルスク誌

船級．ロィドIOOAI主機賊三井B&W;二街幽Z阻
總噸蜜3150．噸無筑職油ヂー ゼﾙ捜闘“画家
職黛車簸5,,70趣ﾍﾂﾝド型》pDEﾉ62-VTWL115

変馬力、4,5001･H･P長 360灰

幅 52呪 制動馬力3,640B.TI.p.

31沢回韓敷毎僻128深 、、

吃水〈瀧職)21W.5吋起工24年2月20日

速力(瀧職時)'4･35".韮氷24年7月30日
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（岡田商船も船舶公團）、

長149"6m速力{灘)瀞建
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深12.00m機關タービン
最天.5,000HP
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甜胃式芳跡浪鈴聖扉 グ

I

(A， 定格馬力･'････……1,400HP

推進器凹騨鍵…..88R:P.M｡
重湿（復氷器参含む全術亜量)54'T

減速装寵附一

(1)－往復動汽機

定格326,R.P.M.

汽筒裡高歴...･･･,･290mm×2．
’低腿･･ﾆ《･…520．＝×2

②低雁衝動ﾀｰﾝ
定格･3,850R.P.M.

（

’

(B)定播馬力･･:．････…･2,400PlP
推進器回籾敷…･,･96R.P．M.

〆重斌（復水器を含む金術重醗)81T
減連装涯附

（1）往復動汽樋
定洛308R.P.M.

汽筒径高脹･･･..….330nmn×2‘〃

低腫………600×2

〔2〕低雁荷醐jター.ビ､ン

定絡3,680R・P.M.

、
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MotOrShiDKina

.･､MotorshipKina4
(EaSt,AsiaticCoFLtd,Ameri")
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本船はデンマーク，､パーマイ．、
、q

スター・ウェインに種建造きれ、

1948年11月試繊緬海ゐ後に船一
主に引渡された。本職は東洋方’
面の航路に就航じている。本船、

は軍螺旋モータでシツプ中で最

大級のものでざロオド船級100’
、

A1に合格している。

，主機械はB&Wヂーゼルエン

ヂ才でdirect-reversible,樹動

2サオクノlf8氣筒型．
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噴油倒動ヂーゼル）を完成した｡郵船赤城丸型用
として8MSD72型(8,030BHP.)鯵完成した。

<霧以来多年苦心の研究を重ぬて今日に至ったが、
今回の輪出船用腰はMSヂ≦ゼルが装備されるも
の､もあり、又第5次新造船に對LでもMSヂーゼ

ルえの期待は極めて大きい。
／‐

(MSヂーゼルに開する詳細について底次の
機密Iこ解説することにし垂す）

國丸用）が完成､'1931年には更に複伽2サイクル

｛ヂーゼルの製造許可（舶用及陸用）を得た、

1932年に多年の苦,c､の結果猫特のMS型莞一ゼ

ル（三菱ズルツアー無氣噛油軍蝉2･y-イクノ豚ヂー
ゼルエンヂン）を完成したぅご〃畿初のもぬけ商

船の南海丸、北海丸朋の6MS72型(3,6QOB.H.P6)

蝿で極めて好評澄博した、1934年には複1崎一
ゼル7DSD76型(7,600B,H･P･)が初めて完成し

’1936年には更に技術的に進歩してMSD型(無氣
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本特集にほ科學技術弘報協
'

て掲載しました。’ ’
會が1~サイエンズ ・ダイジエス1､」として編集した船lご關する文献壷併せ

、

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

、
1

英國商船建造の發’展

DevelopmentsinBritishMerchantShiPbuilding.ByR.B・ShePheard

I
リ

●

ｰ

均生産高は全能力の僅か30％を示したに過ぎない。

1939年9月に於ける迭船界の努勵力は;錦・9萬で，

その中商船の建造に從事したものは僅か2萬6千であっ

た一戦零勃發時に於ける造船生達統制は豫め計謹されて
いたのでう数運んだが;"軍艦や補助艦艇の建造,敵の
行動や骨:の折れる就役状況に起因する敬嬉修理等が噺

、

えず増大するので，商船建造に使える努勵力は大いに制

限され,戦争中を通じて平均約3蔦5千Fあった。
ll

そ鞭こ？嚴しく制限された勢働力で,最大の生産を
逵成するために，,あらゆる努力力軸われた。この限られ
た努働力は次第に未熟練工の高い比率で薄められ，しか

も澄火管制，食料配識削，頻繁な室襲といった’,､ンデイ

灘繋蕊驫鵜舞瀧

1946年5旧17日ベルギーエ學會の第60同記念式

典に際しブラッセルで開催された1940～1945年間の技

術の發展についての國際會議に於て，「英國商船建造の

溌園と題してR.B.シェファード氏〔英國造船協會評
議員，ロイド船級協會主席遙船瞼査官〕が行った講演は
職時中の英國造船界の動向及び研究機關の活鋤伏況等を

伺い得て誠に興味深い。以下その内容を紹介する。'

1．緒言
い

二つの世界大戦にはさまれた期間，英國造船界はいろ

､i鱸謎鯰饗鴎撫県鰯患激
しい不劣顎が起り，1933年にほどん底に落ちて随か13

糞噸進kしたに過ぎないJ1933~38年の間曝浩千同復
催した力!;,1939年に職淨が勃發するまでの10年間の平

、

1

美國面_船建造畠_L_l州～45）
､

･(100"｡襲梨上･唾水難鏥麺教）
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一海外文献一ノ

均生産高ほ1917～18年のzF均より50～75%上まわつ
,た。 、

併し乍ら總噸数に基づいたこの生産高の評償は眞賓の
數字を示していない。何故ならば商船の戦時特殊蟻麹3
非常に彪大になったので，澤山のI肋ロエ事を含んでいる
からである。船の役務に適せしめるための設計上の改正
職別凶しても，砲の搭載,婿加船員の部屋,ぞの結果と

た非凡な指導に對して，犬いに感謝する義務がある。、
米國及びカナダに於て調晴しい成功を收めた棲準型商
船の潅大な建造と對照して,英國の貢献はもつと4溌潅
性質のものであった。即ち特殊の職時輪邊目的のた鐙の
型からなって居り，くり蝿られた戦争劇に於筵，戦略
的發展につれて絶えず敬愛されねばならなかったのであ
る。

しての救命設備，防禦網及び防雷具装遜，柔軟装甲板及
び消磁装涯などの防禦武装は,-工事の負据を大いに堀し
た。しかもこれらほ進水後の仕事となるので,遡船所の

．、、

2．船型

讓め注意深い言憾が立てられていたので,’鯛9年9，
月に或原計謹に基づいた商船建鑑計喪を直に愛行に鑿す
ことが出來た｡建造命令はいろIいるの噸數の緒の急速建
造に最も適した經諭と，謡赫とを持った夫々 の民間謹諮

、

’

正常のバラヅスを混筒lせしめる傾向があった。
英國民及び聯合國民は甦船業に從事した総ての者及び海
軍省商船建造局によって，戦争の全期間を通じてなされ
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役装置などが峡くべからざるものであった。第二甲板ぱ

龍骨に平行で，片持梁により贈側から支えられ普通より

50％増の荷重に堪えられる寸法に設計されている。

鋼材の約60％は磯めブロックに細立てられた｡そし
て設計ほ次第に進んで熔嬢の愛をだんだん塒加していつ・

た。36吋の礎い肋骨心距力錬用された。二重底椎造を

Fig.5に示す。＝重底縁材プ画ツクは造船所に渡される

前に組立てらｵ'熔接された。二重底朧造は船の組立を容

易にし，それ自鐙一つの治具になる。丙底板は9爽幅の

鋼板で横遥きに張られ，そのバツI､とシームは熔接され

所え割當てられた。

鬮浄が進むにつれ特殊の要求制より,i､ろいろの船が
つくられている間に，不定期船，定期貨物船，油艫艦及
びその他の特殊の型について標準設計が出來上った。二
＝の主な型の主要目を前気Ta31elに示や。

次に二三の標準型について述べる。

Ka)不定期船，ノ
最初‘う標準1蔑噸型は了型であった。<Fig.2)こﾉL
#…な戦前の典型的な型で密閉遮浪甲板型通あり，隔
塵が上甲板迄のびごいる。増装パラストタゾクが1，2

番ハッチの間の船鎗翼糟及び軸略と並んで4番臆に配置

拳れでいる。
1次でP.F.CB)及び1>.F.<C)型(P.F・はI>artially

Fabricateの略〕が出来た。(F19.3,4)これはその名の

示す如く建撫鼠鋼装者の手で部分々々を溌め組立て上お

けることから大燈に建造された｡舷弧は前俊端以外にIま
無心､5船底燈曲部半礎4呪6吋，船底勾配6吋，船魁平

行部16％のY型は改良されて,P・F.(C)型では船底

'廼曲部半礎8次，船底勾配O,船魁平行部33%となり

同時に有効馬力4％は減じた。生産の簡易化による利益
催顯著である。ダ

P.F.(C)型は特に鰯需品の轍邊を企間したので，そ
のためには邪臓物のない船鮪,大きな弩､ツチ,遜力な荷

羊

I

1

､

と
’

”8.2lbq垂ご】七…9吟－1前伽、・旬r4mQu罫▼4,8回･…毎0.句TT麺晦A君駒&”函再
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ろ。防琵材の代りに垂直に波形をつけた隔壁がつけられ

大いに重量輕減に役立った。

少し4浬の~-般用三島型不定期船は41700重量噸のス

カンヂナビヤ型で,各所ろ小型船臺で經濟的に造られた
(Fig.6)。この型のいくつかは改造されて所謂｢起軍磯
刊馳となり，80噸汲ぴ50噸デリツクを装備し,北露そ
の他の港で，大型船から重い軍需品を積卸すことが出來

,た。この型の船は一般役務には勿論のこと，この特殊の

:役務に對しても最大の侭値を示した。
1940年秋の危溌に海軍省は商船を米國で建造するこ

とによって，その建造量を婿す可能性を研究することを
決定した。1940年12月に契約が成立し'1萬重量噸の
密閉遮漠甲板型熔接貨物諾60隻を，カリフォルニヤの

OG

リッチ･モンドとメインのポートランドに特別につくられ

る識皆所で建造することになった。オーシヤン型として

知られたこの船ほ英副の銭鋲船の原圖を溶接ブロック式
Nこ適應させたものを韮としている。識皆所がつくられ，
,60隻全部は契約期限1942年12月に先立って引渡され

・た。この=連の熔接艦の契約に含まれた責任は完全に履
行され，オーシヤン型は嚴しい戦調伏態のもとIﾕ最も浦

,足すべき役務を果した。この熔接の設計はその後米國で
･ﾒ超に建造されたリパテイー型船に全面的に取り入れら
れた。

フォート型船の大言鴎はカナダでたてられ，後に他の
型が追加された｡フォー1型は誹鱈i二はｵーｼﾔｿ型の
寓しで,』たrパットIご詞プーる熔接力逢面的に制限された。
’〕定期貨物贈
箪浄が更に進むと標準型定期貨物船の推進に通Lたタ

一ピン及びディーゼル樹粥が出來る様になった。この艦

は高速楡遥船團に適した’5節の速力を持っている。
この設計には特殊の戦時貨物の輪邊に對して最も握謹
な考慮を必要とする(Fig.均。3番ハッチは略52爽函
長さがある。荷役装置として80，50及び30噸デリツ

クを持ち，各甲板は特殊の載貨のために邪魔物がない様
にしてある。この型の船は多数建造され素崎らしい成綴〆

を收めた。〆

(c)油槽船

戦争の溌初の三年間は油槽鑛躍の大部分は錘籔濟壌
の戦前のヂーゼ期,型によった。即ち二つの縦函蒋錘を有
し,12,000憲量噸，速力12節，燃料消費量1日12"

である(Fig.･8)・後に機關の位置が改良さ”同じ重量

噸の新標準型力拙來た(Fig.9)。この設計では六つ均圭

油槽と一つのポンプ室があり,‘甲板は荷油槽全長に亙り
、

誇骨に平行である。建造を更に容易にす亀ために船底塞

曲部半座を10次とし，その切線方向に眞直な側肋儘を
つけた。その結果譜魁平行部は97眼，方形肥癖係数は、
､677であり,有効馬力に就ては船底遜曲部半礎のもっと

小さい普通の型に比し15節に於て5％の利益があるg

この型に於ても原設計と同じく全熔接の隔壁が採用さ

れた。これ庭ついては第5節参照のこと。

油撫錨鋳躍の他の一端としてﾁﾔﾝﾄ型を識介し

墨i!難籍駕識繍瓊息辮驚
めに大逓に輩られた･建造に常つ室は船の大部分をいく
うかの惨炭ブロックとして豫め挫鉛工業以外の所でつく一

り，これを特別の船までよせ集めて組立てる。、
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雫群の就航とは非常に異って隣い範圃を行動する艦睡
〔のテイXF型曳諾
とめ小型汽船息女天播生産された｡,8個の輪切りの熔がら落伍ずうということも'氷バﾗストの容量を斑げこ
接プ戸ツクカ識め海岸から遠い虚で組立てられ,遥船所とによって減らさｵ碇｡戦時中に造られた不定期船に装
へ嬢邊されそこで組立てられ,熔接で周函をつないで完備された機關の馬力も叉漸大した』

雛懸懲鴎麓冨鰐墓靜,赫難繊雛鴛票撚驚灘
なげれぼならなかづた。零鋸は軍隊輪逢或餓他の特殊役大抵の飴は外國の港で供粭される櫻會を掴むまでは，無：
務にまわされた｡油櫓船は固有の役務に就き，その多くしでずましていた｡冷凍貨物鯰の防熱は簡易化された。
ほ飛行稚輸錘のために輕甲板を装術した｡冷観貨物の嫌供給のひどい逼迫のため錨鎖及び錨の正規の装備さへも
鋤:ほ乳いくつかの不定期艦の船鯰及び甲板間b一部に若干の輕減を餘儀なくされた。

艤灘誌鰡勢患轆灘'悶繍麓慧灘§熟震職識
職kを織謹銀座に應じて12～18吋堀した。この船の甲非鐵金闘蠅耐に代えられた｡背銅製プロペラ.の退くに
版間隔壁を遮浪甲板までのばした結果,敵の攻繋による装備されることになっている保謹亜鉛さへも省略され，
局部の溌水に對しとの標準安全度を高めることが出来た｡腐蝕の發生'謝して何の手も打たれなかった｡
更に懸裁の庭麗として幽際滿載吃水線協約の要求が陵．商船の修繕ほ有用賓材の輪逢を遅延さす'ので，船級筋
乗され,油糟船及び著通貨物艦に對して，爽り深L,吃水愈の協力を得て，航洋性に支障ない限り,最小限に制限さ
が許惑れた｡ｲ且しそれには個餐の場合にfついて注意深いれた｡次の'2ヶ月間の効率の澗酷を保瀞"るための定
柵§なされ,或季節及び腫域には制限が設けられた。期特別検査ほ~般猿査に代えられた。･'1
既に述べた様に，商船に装附された防禦艤装は戦争の 船員識備の標準の高いことは総ての近代設計の一つの

鍵診につれて鐸"に蔵った｡鯛の鍵､…‐鱒蕊悪:鑑野雇鰯議蕊艤篁その他の發明によって改善された。
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えられている。

以上戦時生産の漉藝を誰べたが,そのいくつかについ

＝

以上戦時生産の概要を述べたが，そのいくつかにつしず

て更に訂識する。

4．ブロック式建造法

この方法は多くの工業で，特に戦時中，測り難い利益
のあることが判ったが，造船では決して目新しいことで
はない。第一次I世界大戦で既に標準船の建造に採用きれ
ていた。船蕊で建造する前に識め部分袋持を組立て，こ’
れを水座鋲締でつなぐ'ことは多くの造船所の誉業上の常
識だった。

、

図#蝿〃－一／－O

FiglO板と防鍵材をつなぐ．自遡熔撰の深い熔け込み

ﾉ謬雪順鑿こ鱸鴛撫出戴ぁ難翻されてい…"｡鰐の詳繊漆示す如く懲
産にまで及んで，造船所の負措を直接輕くした｡．は一竹業で終り,､隔睦を裏返すこともないし’一つの単
併し乍らブロック式建造法を大きな重L,熔接プ官ヅク層デ蕊ヂツトで隔壁の鋼板同志或は鋼板と防蕊山形材の
にまで搬張したことは，船の建造法に革命的識上をもた狭いフランヂと力轄接される。この権造方式は生鱈ご用
らし，戦時中の米國の生産の一つの顯著な特徴となった。いられる前に面倒な試驍を經たのであるが，今やしっか

りと基礎づけられ甲板の鍋振にも適用されている｡今蔭1~

5．電氣熔接使用の増加 は熔接溌遥の爲に糖別に睡延された形材が使われている壱

今まで述べた様な,十分な面積と鋲機の容量,芯大鬮浄の最初の数ヶ月間非常に供紹の少なかった鋳鋼詔
な勢剛力を持った造船所を含む来國式建造法は,英國に尾材は殆ど組立式の熔接設計に代えられた｡初期の組立
は全面的に適用は出來なかった。た蛭既に引用した小艇式では，ラズー・ポ･ズトとプロペラ・ボス1､とは鋼恢を、
に適用した例以外には。曲線してつくられていたが'後には謹度を落さずに流綴

′’

1

新しくつくられた爽調の遥諾所は,最鱈秀の仕事に對型に或良された。
して存在する限ｬの人的蚕源を最大限に與えられること戦争中英國に於ては唾000及び12,000重盈頓の油I‘
が約束されて居り§生産の混乱などは夢にも考えられな槽紹を含む大型全熔接商船の目録ましい例もいくつか透
かつた。その上銭鋲資材を揃うために熔接の使用を墹すつたけれど,今は鋲と熔接を巧象に併用した方式の方が
ことにより生産が加速された｡熔接工の訓練は比較的速一嬢的である｡鋲をどの程度熔接に代えるかは種々の蕊
′‐f戸-r翁璋和､窪幸J置津一､－ゞ季､,､､L白妖に漢主ってくる。即ち船の型織整鍾遍輕繊

■
■
■
ｑ
ｌ
‐
Ⅲ
Ⅲ
ｕ

く，女工が高い率を占あていた。 素から自然に決まってくる。即ち船の
海軍省の協力を得て民間造船所の熔接工場は1942～・の重要さの程度，個食の造艦所の設術 0時にプ画.ツク建

,9“年の間に3倍に増加した｡大謁羅蔬型であつ造のための設備〕及び鋲と熔接の經濟的利益の相對關係
た｡熔接工の訓繩も同時に向上した｡･造諾工場管理及びなどであ･る｡熔接は丙底阪，二重底，坐板及び甲振や外
先手の利嘩のた妙に特別の指導課鐘わくられた｡最大板のパｯﾄ等の油密水密工事に益今庚く使われてい証’
の熔接生産のためには高いｱﾑぺｱの蝿に重きを置き設備の許執虚では,ブロック建造方式が大規嘆に1弓分利
したがって設計では場所の許ず限り下間熔接に重瀦を置用されている｡｜
いた。ユニオンメルト式自遡熔撰磯が米國から紹介され 5．工場配置と設備の改革
た。これは米國で炭く使わｵ喉非常にその債値を認めら

淵鑑識iに鐘……臓蝿に…にモ。蕊灘懸;総鰯讓麓勢皇、れていたものである。

の二三を拾って見よう。砿 熔接は英國の天候ではむしろ郷､の下でなされなければ
1'.F.(iC)型漂準不定期船唾殉底部椛鎧C前出CFig..ならない。即ち工場丙でやるか）露天ならば可搬式遮蔽
5参照〕で,丙底板の,ざツトとシームは素纈寸の夛参芽め下でなされなければならな典それ蚊英圃の若干⑳遥

裟:織継墓鐵驚了上側…‘謬繍錨裳巽職鑿…"蝿塞
誠熔接の深い熔け込みは熔接隔壁ブロックの設計鱈これと關連して,鱸の灘を洩らして笛勵力を集中す
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－ 船の科學一

一
一

ろことは，人的資源に制限を受けている場合の生産に有

利である許りでなく，ブロック作業場所及び組立てられ
た材料の置場として有効な場所力轄られるこどが判った。

のものにくらべてむしろ有利なことが判った｡。／
又製作の容易と共に推進効率を最上に確保するために

船尾と爆の形の設計並びにこれらと推進器及び推進器間
争、

隙の關係について注意深し,關心力誹われた。これに對し
ては熔接設計の有利なことは明かである。

8：研究活動、、

葵帝國でほ科學的研究は1917年に創設寮れた科塗工
業研究局を通じて政府によって育成されている｡．この局
はその智燵の下に國立研究機關で銅つれている種冬の研
究に責任を有する。國立物理學研究所の船舶部〔窪ウイ
リァムブルード研究”は長年の間造船工蔓lfの要求に役

立った。この船舶部ほ他の總ての賞験機關と同様に津山
の特殊な緊急戦時問題の解決に努力を集中し目琵ましい
成功を收め,‘相當澤山の水槽試溌研究の結果を戦争中に
冒霊奏している。

遠洋及び沿岸航船に對する車及び双螺旋船の錘抗及び
推進に關する研究は紋けられ,同時に波浪中の船の運動
に開する研究，高速一級船に對する低螺距比螺旋の効果
に關する研究力鞍けられている。推進器翼の振動につい

ての知識も，特に議論紛々 たる「鳴音」に開する問題に
ついて大L,に進んだ。はっきり言えば，治療法と溌防法
が十分に確立されたので，この現象の物理的知識が瞳昧
のf罐されている。

水槽試騒によって商船の船燈と推進器の設計には幾多
の改良が鮫けられている。船の抵抗と螺旋推進器理論に
關す；長い間の醗倫的研究は遠からず蜜用化きれること
壷約束されている｡流魁の流れ錨題に開する航室力學
的研究は造船家にとっても叉非常に興味のあることがあ
ったし，將來もそうであることを約束されていることは
注目に値する言一

最近に於ける極めて重要な一つの發展は，礎範悶に渉
る協同研究組織膣訟樹立したことである。研究協曾が設
立され，その財源は關係工業界勘得られ，叉多くの場
合科學研究振興局の援助を受けた。かくして個々 の機關
の能力苦遥かに越えた趨模な計謹をたてることを可能

、

／
０
４
山

～

グ

1

＝

Figll遥船々 塞上の可搬式覆いのある熔接場

識ひOある熔接工場が作られた例は澤山あり,移亜域
ず

や固定式の塔型の大型起重機“0噸に及ぶものもある〕

動謂鍾に設備された。原料や一部組立てられた材料の蓮
振臓，コンクリー1､通路や移動起重機によって便利にさ
れた。

銅板の綴を熔接準髄するのに特に適したガス切断装置

も叉農謹到皇削機その他の迩代造船機具と共に發達し据え
つけられた。‐

〆

7．ブロツ,ク建造の設計についての注意
〃

§鯉』の謹渉につれて，特にプPツク這錯のために繊豈

を櫛易化-すべくあらゆる努力が梯われた。その結果或標

準型こ次の頚目が取り入れられた。その中の二三は既に

副用濟である。
③離底遥曲部逵I錘の増大と船禮平行部の延長｡かく
して操返し仕事を大l､に増す。
(b)肋'雛を直識としタンブルホームをつけない。
仁〕中央部に絃弧をつけない。‐
“陥板梁矢を直諜とする｡即ちハッチの側面と涜
抽猫般では縦隔壁の位置で折角をつける．これによ
〃甲板樵造を簡易化する。

繁蛾雪麗鍛鍼霊離農蝿
容易になる。

、これらの琿目は水槽試験を經た後にはじめて取り入れ
られたものである。(aJと(b)については同型の普通の型

■

ザ

I

、

、

～

ならしめ，その結果は組髄腿の熊成員全瞳に役立つもの
となり且叉努力と經避の均分が保證される。

／ ／

特別に興味のあるのは英國造船研究協會，バーソンス
及び舶用タービン研究振興鏑會,英國熔接研究協會及び~
英國鍾鋼研究協會である,｡澪れ等の協曾同志叉は關連工
業に脇する他の協會との間には緊密な連絡が保たれ'てい
る。

次に種々 の分野に於ける協同研究活動について簡単に
補足する。

／

瓜

も
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－海外文献‘一

<a)英國造船研究協會、~

この協會ほ造船，造機及び修繕工業並びにこれに關蓮

ある商業に關係のある促進的研究及びその他の科學的事

言業を目的として，1944年のはじめにつくられた。その

威立に常ってば，科學工業研究局，海軍省及び戦時蓮織

省の積極的支持を受け，叉造船協議會毒通じて全遥船界

・の一致した後援を受けた。

この協會の迩鐙機關は研雍評議倉である。この言蒔養會
､に責任を有し協會の研究到諜に關係を有するのが研究理

事會であって，そのメンバーは造船界の代表者の外に政

摘機關，船級協會及びこの協會の活動に關心を持つ各方

面の磯關を含んでいる。

理泰愈I異の仕事を補佐せしめるために研究計塞の個
会の分野を扱う，幾つかの委員會及び小委員會を任命す

.る。委員會及び小委員會のメ｡ン（･-は，造船所の賞際家

と大學や研究所の研究者や科學着の雨方面を含t賊範園
,の關係者から引抜かれる。あらゆる水準で造船工業と密

接な接鵬が保たれる。かくすることにより或研院項目に

ついて専門家の知識と經験の恩惠を確資郷のとするこ
とが出來，同時にそれを確蛮なものとすることによって

研究結果を式に表すこととか賓際に用うることとか或は

(b)･海軍省船舶熔接委員會一、

この委員會の仕事の概要は最諒發表された。‐

1943年に,米國で建造された爆接船の損傷という鍾勵

的報告がもたらされだ。この事ほ英國にも關係があった
ので，「譜の鰐堂に焔妾を使用することから起る＃諺栄の

－、

諸問題について調査研究し,その解決策を助言するため_｜
に海軍省船舶熔接委員會が作られた。′

委員會は海軍省の代表者の家ならず，迩儀省，船級協

曾，造諾協議會及び研究諸團磯の代表者によって權威づ
けられた。・〆

海軍省船舶熔接小委員會として知らｵ猷二｢工作委員會j
も叉英國熔接研究協會の枠内で構成された。

委員會の仕事ほ災害報告の解析及び設計，工作法,鐵
料等についての調査を含み､,~米國で行われている同犠の

研究と常に密接な逵絡を保っている。

災害を解析した結果その災害の起った範園は澤山の

全熔接船叉は一部熔接船に關してば小さいものであるこ、
と力群1つた。この一連の損傷の大部分は突然に起り，.且

つ損傷した縁の菱形は非常に小さ九､ものであり，低温に

力#て起った例が多い｡熔接構造に於ける鋭い木蓮稜或は
切倣〔ノツテ〕が潜在的危険性を持つことは明かで，こ

ー

1

1

1

籍難議塞壼(､そ諭尭懇謹譜界応魏遍もれ腱避けねばならず叉良好な工作法が非常に重要な要素
其く適合させることが出來る。叉かくの如くし:て蓋船所であることも明かである。
、の技術者の知識が研究所や大學の科學者の研究技術に結委員雷は，熔接譜と銭鋲船の擢造を動的及び靜的状態

のもので比Wf究する礎匝幽の計謹に蒜手したさそしてびつけられる。′

研究の蛮際計遜は四つの主要部門即ち流麗力學,船魁同じ寸法,形状及び配澄で唯その接手力姥接か肇鋲かの
繊遥，船舶運航及び舶月職關に分けられる。そして現段詮が異る油槽船叉は普通貨物船によって提供された鐡會1，

，階に於ては,､ぞの計謎に必要な賞鱗け政府の研究所，飴をつかんだ。′、
上げ陵的静かな水面に撰けるホギング及びサギング試験

級協曾叉は大學で，協曾熊成機關の仕事として大規模に
行われること力懸想される。叉この伐顎は海洋に於ける．が2隻の12,000重量噸の油糟譜について行われた。1
船の賞際の運航に結びつけて識される｡流燈力學部門隻は全熔接船で,他は魔範函に餃鋲されたものである。
‘は，抵抗,,推進旋同及び縦祇動描を網羅している。船麗この試鹸のために特殊の装置が發達した。全熔接船ネジ
柵造部門は商船の樵遥設計，船殻部材の理想的配分,鋲アリタ號についての試鹸の結果は最近發表された。それ
.と熔接樵造との關速的用法及び海洋に於ける笈船應力測によると，かけられた荷重の範函では瀧造全燈が一つの
･定等を含む。更に船えの新しい材料の應用も含まれる｡・弾性桁としてはたらく。観測された擬み及び應力は，連

灘駕難墨蝋薫駕頚懲難禦鱸震麓驚誕駕皐至鑪蝋：
.より正確な知識を蝋富に供識することである。舶用溺捌オ錘織部及び銅板パネルに於ける聴力集中(こついての研
部門の項目の幾つかは蒸氣往復軌及びデｲ._#ゼﾙ維謹幾究を更に進めることが重要であることを示じている。

10,000重量噸の熔鍵鏡物船オーシヤン.バルカン鑑侭
關の設計に於て出宮う問題に關係がある。この部門は叉
識關技術者の責任に蹄するｼ補機關係の項目,を含んでい就航状態で艦魁に働く力と加遜塵とを同時に記録出来る

’装睡を装備した。これによって各瞬間の三次元の曲げモ

麓鴎蕊鯛懸,,その部門の…‐…塗描蘆ずることが出来る｡この装綴…錘
造船界自魁叉は關連のある科學の分野に於て絶えず起る的に重要な分野に於ける以前の研究よりかなり進歩した
簸新の進歩の情報を造船界に提供することである。 ものである。この船は現在航海中であり，記録は北大西
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洋に於ける長丸､貿易期間に渉って]反られる豫走である｡I
同じ型同じ権造設計を持つ銭鋲船と溶撰船とをいろい
ろの靜的荷重状態に置き，これにっ､六海洋'こ於て研究
されつ上あり，この状態のもとに歪と擁忽が観測される
議定である。 ノ
拘剰態力（'[loCked-up''stresS〕の問題に關するこの
委員會の發見を簡潔に要約すれば次の邇りである。

（1）捲撰の施工法，順序或は拘束等に考慮を排はな

いと，總ての熔接構造は〔應力の緩和をはからぬ限

；鴛塑駕芽じ，そ"軸斜の'…二
（2）材料〔熔接部を含む〕が正常の延性を示し得る

ならぼ，耀湊による拘剰曜力侭&鮒劉韓遥の睡度を損
うことは無い。

.この委員會のために行われた調査によって,損傷した
雄の船から取った職銅は脆くてエネルギー吸收津が低

く"若し切嫉があれば就航状態に於ける湿嘩の範函でも
十分破壌の可能性があることが明かになった｡~又この性

寧は英幽製の鋼にも稀に見られたので，その現象に影響
ある要素について一貫した調査がケンブリッヂ大學に於
て行ｵつれて居り，英鬮鐵銅研究協會がこれに協ガレEl!，
る。

‘委員會の許議から得ぢれた一つの重要な結論として，

畷の建造法としての熔接は全く正當なものと認證香れ
た｡3堅蛮な設計，良好な工作法及び狸靭な鋼材力喚へら

ぶ

れれば,熔接船の信頼性など問題とするに富ぢない」
委員會は遥船案内の,Mif子を發行した。それには設計
惚嬢手順，組立及び熔接噸序，施工及ひ総理に役立つ最
も縦威ある知識を簡単明瞭な形で取り入れて､ずる・この
朧忘録の壷行きは素晴らしかった。更に二つの小冊f子が
鰻近謹行された。一つは熔撰による修繕を，第二は遥鉛

所に於ける歓査法(X競聴奪法を含む〕を扱ったもので
ある。

(C)麺熔接研曾蝿會

瑛國熔接砿究協會･〔醗名，熔接學會熔接研究評議會〕
は耀饒を楚鑑に適用することに關蓮した諸問題について
慨値高い認査研究蓮行っている。
鱒37年に造船業者の提案により,§醗劉稚遥部材につい
・壱の極あて包括的な試駿が,旗く代表者を集めた委員曾
の監掻のもとに始められた。、
このWMの総耀的醐I催,種々 の厚さの鋼板に収附け

1

180噸,試騒材の最大長ざ24沢の特殊試騨幾が設計さ
れた。Fig.12に示す様に試験材の両鰯を船の二種底に

似た権造物に坂附ける。′
1

＝■

I

I

〆

I
Q

|， .Figl2船綴捗遥部材試騒機

試謝才の型には，’2吋溝形材,球山形材,いろいろな
幅の面材を持つT形材，6吋溝形材，逆山形材及び球板
黙･が含董れろ｡街熔接を目的として設計された特殊の,0
吋T形材が試験された。そしてその知識を基礎として熔
接構鎧用の改良型10吋球山形材へ發展した。｡P

大ざっぱに云えぼ,試験の結果の示すところによる計と
端のブラケット或は支材ガ鋲の代りに熔接されている場
合には曲げモーヤメントが相営減少する。そして防擁材カミ
鋼板に鋲接よりは熔接されている場合に一層減少する。

誉襟轍麓蕊箪≦職慧蕊鑑
學會に發表されている。

最近英國造船研究協會に移譲された追加研究の全計謹
力鞭に着手されている。これ等の研究は償値の高い知識
を提供しつ上あり，この知識の上に淵職設計m堅蜜な査
際的進歩が築かれぅので鞠る。
尚鹿範園の賞騒の結果として，聯錨の鰐妾々 手につい
ての誰謹を協曾が發行している。これは種々の場所及び
妖態に適した燭妾手順につい了の織卜を與えている。
⑯）腐蝕と汚損

汚損と腐蝕の鯛懇を調べることと;･-これらを消す篤の
有効峨法については近年著しい進歩を示した。この{た

鑿蝋鰯謹零鱒篭蕊書霊室‘
ってなされた。腐蝕と汚損という二つの關速した現象の､
研究にはいろいろな部門の知識が關係Lてくるもこｵ群
の委員會は，そのメ翼バーによって，この間趣のあらゆ
る面について有効な魑蝋を特っている。

ld
今

K

られろ熔按叉は熔接防琵材の相對的効果を，端の附加物
ラケツ1､，熔接ラグビーの種々 の形一寸1識叉は“プ

を用うろもの，

の等－－と,M

ス
Ｊ
も

又は防鍵材の端をiを迩接鋼阪に焼陵する

ことである最淘桁重開連して決定する
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’防蝕塗料について云えぼ,有効か否かは鑑-･に諾暖に水銀の蹄を毒物とし.ご含んだ蹄塗料を發達させた。
塗られる最初の被膜の粘着力如何に懸っており，したが．資裳の結果は，適當な毒性溶解率を持ち防汚毒命の最も

、

って鋼板の状態に關係があることが-一般に認められてい長い優良な防汚塗料の公式化に封する一般原則が立てら

る。船の鋼板は塗粧に先立って種々 の虚理を受ける。それたこと童示しているb現在では，防蝕及び防汚塗料に
の麗理にぼ唯軍に風雨に曝Lておくことから黒皮を除くついては蜜質的な改良がなされて居り，未來の發展方諦勺

｜ための酸洗い〔ピツクリンハまでいろいろある。この束きれているということの出來ろ闘皆に達している。
黒皮ほ不幸にして鋼に對して狼い陰極となる。したがつ 9．船用機關の發逹について
，て海水のあるところでは腐蝕を助長する。鋼板を塗拡す

現在では諾圭が選ぶ時におそらく鴬悪する濾鐸山の種る準備としてもつと有効な方法偉潔砂噴射〔ウエツ1,．

サンド・プラスト,英國では國立遥船所に限られている）．類の装置力やる。低馬力の蛍物船の場合'二ついて云え唾
である。この方法はこの五年間に米國で護達したもので蒸氣の方面では，直通三段膨脹楼關をはじめとして，再
あるが,乾砂噴射と違い抑制化學溶液を含んだ漂砂のど熱装置を含むこの型の改良型〔排氣に吹出蒸氣を使うも
｜ろどろの溶液が切削用劃として使われる｡使われた碑，のと唾搾機を使うものとある〕,バウエル･バッハ排氣タ
鋪或は取除かれた古い塗料は吹きつけ中に製品がら渋わ一ビﾝを經てギﾔー ド･ﾀー ﾝに至るまで各種あるP
れ,その結果ぴかぴかした金厨”得られ,その光澤は重油機關の方面でば複動二行程,単動二行程,超給氣四
天偶状態で違うが，4時間から24時間保たれる。使わ・行程'對向ピヱ1,ン’ちょっと普遍性が下る力雫瀧歯車
れる装侭ば比較的簡軍であって;,この方法を船力噺しぃ式内燃薩關等が夫々適當な分野でど;れか力設立つ。友一
時と，その諾の生涯の比較的後どに施せば鋼の保存'輯ピン電氣推進及びデｲ･-ゼル篭蕊潅進も又この識の諾に

識して提唱され･て居り．，ガスターピンも沖合にある。夏&

要な効果を與える｡．
i防蝕塗註の公式化は經験的方法から科學的方法えと進に高馬力の船に對しては選澤の範悶は積狭くなる。そし
・んだ。海勤腐蝕委員會ば現在獅特の防蝕割について磁極七機械的叉は電氣的減速装澄を｡もった重油機關と蒸氣ダ

。-ピンの間から選ぶことになる｡蕪蕊諭幾關では選騨L考幽の蜜駿に従事している。

腐蝕の問嘩封するもう-つの解決は耐蝕銅の使用で‐機賊の外Iこ石炭又は油を焚くスコッチ罐又は水繕罐の何
ある。銅ムー〃ローム系の鋼は普通の鋼に種べて室氣中れかを持った雛室設備c浦助磯關を含む〕が加えら鋤ま
では耐鯛生力擾れているが,海水中では腐蝕の速さに殆域箏中ほ"選ばれる機關型式は第一に製遥地宜によ

義跳耀篁欝駕票燃麓漁暮漁鑪鎖驚驚篭鑪灘露
約2,000~2,5001.H.P.の三段膨脹犠淵に糞り蛎堕さ

・に對する解決がこの方向に有るという趨際は無い。
防汚塗料の分野たも大きな進歩があわた｡各地の賓職れた｡經驍濟みの設計で同じ馬力の重油溺溺を装備し錐
所で汚損有機侭の生物學的研究がなされ,霧物のついてものもあるがその数は少い。油槽鉛に侭3,.と001．廷愈
いない調面についそ，これら‘9有機麓の附着及ひ城長遇二の三輿膨脹再蕊職蕊を据え，次でJ,300B｡H.P及び
季節との關係と(慰う様な問題について走った結論を導く;4,400B･"2のデｨーゼﾙ穰關を据えた。楼關のf鑑
ことが出來走｡跨丘では,成長を減らすとか妨げる,囎一が改良された?で,よりﾌk型のデｲーゼﾉ職關‘ｳ外に，
の有効な方法陸，附着を減らすか妨げるかすることであタービン機關と水管雛を生産することが出來るようにな
るという意見に傾いている。即ち一度附着すれば，そのつた°これらは116R.P.M.で6,800S･H.r.を基準
隣長は蕊覚によって患る速さで進易‘調苗の溺生Mk態にとしている。中座タービンを省いた6,8001S.H.P.の
は無關係である｡防汚塗料の作用の仕方は鍼こ明瞭に到騨鯛易化ダーピﾝ以外に,加OR.P.M.で,8,000S.

‘冒髻縦謹蕊灘麓蕊鶚懸懲雛難欝鱒慈雛篭雲吻撫
料が汚損を抑制する能力陣直接關係があることが示され縦の利鮎がもつと魔く尊重される様になれば，この型陶§

凹繊に代って普及す．るだろうことは朋かである。氷潜繊
ナ・・毒性溶解率を決楚する方法は標準化されつ塁ある。
そしてこの方法は新塗粧の公式化を溌示するという黙でに於ける給水の虚理は特に簸要であって，この問題につ‘
:髄④曝露試験に對Lて侭値の高い試陰として附加されいて‘蝋威ある案内譜が聯用機關の論水と耀水の塵理」
るであろう。海醐ﾘ腐蝕小委員會臓樹脂の揮溌油溶液を加‘と題し．亡麺規緒協曾から發行されている｡・

高馬力の鯛置に封する水僧篭の問題は'9錘年に鐙船､えたラェクールフォルム”しデヒ剛Iを諜介とし電銅と
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読會で開かれた談話倉で餘すところ,なく論議された。四、助油櫓船オルナ錐に採用されていて1軸で13,000S.H､．
つの英國の製造所がこれに興って力があった｡或特別のP.出す。
要求が決められ,談諾會の結論とし:亡罐は睡力450封度駿箏中は既に述べた様に，製造される磯關の型式は利
／吋当，温度750｡F.で設計ずること力謹求された。、用し得る製造能力によって決められた。この理由の篤こ
注目すべきことには,6,EOOS.H.p.の標準15節定の期間の生産高ほ'將來起り得る傾向の設計上の指針に｜
獺船の場合には,ﾀー ビﾝー 永管罐方式は同等のデイは殆どならない｡戦前の水準と比較して石炭の債附淫’
一ゼルより約300隅嘩IUPo つたことが,新造船に採用される磯關型式に軍要な影響｜

謝護鬘欝震鴛霧駕繍建亙蕊鬮懲溌急霊懸職:熟鯛童｜
‘て推進機關容蹟に最大醗裕をとろうとすると機關室力ふられる｡96隻合計500,000總噸の中,噸數の55%隻数｜

蕊
璽グアデル銃につ｝､ても，注意すべき結果が記録されてい 戦闘?終結，商船建造の主要戦畷制限の緩和以來,造｜
員る。この船には9,000S.H.I>.のタービン電氣雅錐が船界はあらゆる型の緊急に必要な船の錨きえと圓滑に蝿

諜用されたさ試運陣では燃料消費最・55封度/S.H.p./換している｡僧イド繩協會の統計によれば,1946年3
時間軸18,500B.T.U.j封度),が得られた。この数月末現在英帝國で蛮帥の商船は403隻,1,676,103總
字I霧航状態では更に改善される､ことが豫想された｡ジ噸(100總噸末滿の船を除ぐうであり,1922年6月以
雪ンｿﾝ浬朧1個力装備され,唾力850封度/吋2j850｡F來の最高記録である6英辨外謝の譜主も､らのその後の
の蒸氣（再熱サイクルを癖目〕が供紛される。非常用或注文は山積している。 ⑨

は演謹堀として3個の400K.W・ディーゼル篝勵幾の中 英國造船界廠戦争から力眼く進歩的に浮び上った｡熱
の'佃に直列に配置された諦坊の交流發電磯からも電力練と錨との僻大な鯉統を以て,絶間なき技術的知識の
が供紛出來る｡主推進用電動磯は分割されていて前又は進歩に勵逹されつ』,決意と自信を以て斗荊的活動の薪
後の単位を箪濁に使用することが出來る｡試墾簿でほこ‘時代え乘出している｡(濱野和夫）
の方法で6節の速力を得ている。同じ配置が英國濫塚補／

エルセ・メルスク號（口繪嶌眞琴卿
最新技術の梓を集めて建造されたこの船は,遮浪甲板

!1b月號内容1船で減噸開口を有しながら,必要の時その開口を閉し吃
水醤増加し得る様設計されているめが特長である｡鱈物，4

證錯船便の尉究.………….…｡.｡……………….山田一た對し大嘱の選羅漉悶毒紅,船實尾の郷臓鶴美且麓
質的歪ある｡舵は最新式ｼﾝブﾚﾂｸｽ型”油固駿i

第5次新造船決定までの經緯･…‘････．．……････米田博操舵で性能は極めて高い。満役装躍は船型に比し充賛じ
鋤に於ける大型高速貨物船の鍵遜に就て…高城蒲－て75T:"-ﾑ16本,25T'~~ﾑ1本でHoldは殻物
、 。、

よい鵬を安く造るためには….6....｡………….､藏田｜雅彦談に便利で，甲板讃の設備もある。甲板機賊は凡て電動
で，鋼製救命艇2隻（丙1隻は12馬力カソリンエンジ

舶用鋪機の交洗化….…....…,…..….......………....…..…
ン付うダピツトぱコロンバス式6機械通風装廠の完術。

思ひ出のままに（-う‘．．……･…･…･……･……幅田烈消火装置，スペリー式ヂャイロコンパス，サブ可リーン
鐵断を巡る…….‘｡..…....…..….…...……………………式晋響測深儀,ﾚｲｾｵﾝ式ﾚーダー等力装附されて､‘

る｡主機及發電用機械織最雑fMwヂーゼ』蟻關であ｜
アメリカ船の爾潔職装に〕････｡.…………･三枝93喪る°、
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舶 用機械工學最～近の進歩
、，

RecentAdvancesmMeclianicalEngineeringonShipboard.

ByT.A.CrOwe・Engineeringl948-7-2・
ノ ｡

少

一舶用樫械一妾

この論文は1948年6月15日にGIasgowで開かれ蒸汽量は罐重量1k宮営り0.142kg/ルでブラゾコニア・

た磯城學禽の夏期集愈で讃まれたものの摘録で，この25の舶用圓罐の發生蒸汽量の約2倍に當る。罐胴は鍛造~畠.′
年間の舶用機賊工畢の進歩を,;典型的な北大西洋航路の魑型で，雨鏡板を鋲で坂付けてあった。この船は一封の』

減速歯車付タービン磯城で代表させて述べている。船は推進器を持ち’各推趣功ほ一段減速歯車装置に依り’3
プラゾコニ党，ダツヂェズ。､オブ・ベツドフオード，エ基のタービンで躍動された。復水器は再生型で’開放絵『

ムプレス・オブ・プリiテン，クイーン・メアリイ，クイ水系と結合させて用いられた8．

－シ、エリザベス，及びカロニアを選んでいる。フランコニアの機城設備に比べて，ダツチエス・オブ『
／ベツドフオードでは,補儀類の迩嘩方法が夫きく進歩し・

フランコニア・
た。即ち主紛水ポンプ及びタービン發電機以外ほ主としケ

プラシコニアの機賊は，前大戦直後に計霊されたが，て電動機彊動であった。この船ば又，デイ･－ゼル發電機
1923年に到って完成し，舶用圓雛で蒸汽を供給する二段を2基もっていた。’

減速歯車俄一ピンである｡船には~對の推進器があり蒸汽祢臓の代りに電動補溌を装備ず湯こと峰推進府
各掴鋤は夫』3基もグーピンで藤鋤する。の燃料消費量をフランコニアに於ける0.31kg/SHP/ﾉh′
耀砿力は15,5kg/cmgで，この型の鐺D限度に近づ＼からダツチエス・オブ・ベツ1､フォードの0,,26kg/SH』
いて居り，製雛技術の高ﾌk準を證凝した。各雨前朧は',P/〃まで低減するのに大に役立った。燃料の節約は叉,”
14.75#/ルの蒸汽發生能力を有し，水と共に192fの童水管態に大きな四重複流茎氣加熱瀞を収付ける事によつ函
澄力弱った。それで罐軍最1kg當り0.0768kg/"の蒸て大Iご助長された。即ちこれによって煙突温度は174｡C、
汽發生還になる。 に下り，繩鋤率は85％にi脅大したのである。

0

當確,二段減速歯車には非常に鯉な雌鮎があって，2つの舶用圓潅が炭客用及タービン術幣のた造に装臓
そのため多年に亙って二段減速歯車は不評であったがフされた。これで，汚れたドレインが主水管雄給水系癖一
ラソコニァの歯車霞力搬障を生じなかった事は注目に戻らない事が保麓され，叉この事ほ蒸溜された水ｶﾐ主絵・
値する。コンデンサーは;ア､ドミラルチー黄銅の管をと水系統に加わるに過ぎない｡､凡て雄補給水は最初舶用園％
りっけた非再生型であった。この船ほ密閉給水系を設計罐を通るのである。
して眼付けた最初のも､のであり，主給水ポンプ，主循環 エムプレスqオブ・ブリテン・
ポンプ及タービン稜電機，電動識'1通風儀を徐けば補擬
類は一般に蒸汽驍動徐復型のものであった。エムプレス°オブ･プ｡リテンの機賊設備は渓ツ‘チェス・

級の船で成果を示したのと同程度のものであったが，綴：
ダソチェス・オブ。ボッドフォード －．睡力は30kg/cm2蒸汽温度は385｡Cと遥に上昇じた。

牙ツチエス。オブ・ベツドブオードめ建造はI蝿8年4本の推進軸は夫.』一段減速歯車装齪に依り，3基のグー
に完成され，舶用圓瀧や低温低唾蒸汽から水管雛と高温一ピンで蕊動され，低睡タービンは複流型である。
瞳蒸汽えの進歩が胃職された。斯様な進歩をなさしめた後進ターピソほ内側推進軸のふに取付けられた。この“
第一の要因ほ,常時ニッケル銅復水管を“､はじめた聯船の動力配分は異例であ7って'各内側推廻W1の動力は外
にあり，ダツチエス級の船はこの管を取付けた最初のも側軸の2倍であり，低速度が必要なときには外側軸を蕊一
のであった。この管は雛に顛水の入る危嶮を殆んど取り動する後部機關室を完全に停止し前部の機關を全力に韮
除いたのであ為。水管縦は蒸汽唾24.6kg7cmg及温度く運縛して，よh經濟的腫巡航の状態に合せる様に配列4
363｡Cで用い,趣識胤度を調節出来ない軍流型の罐ごあされたのである。この船の燃料消蜜量は推進剛としでは
った｡右縦は12.3""の蒸汽發生能力が塾り,使用時0.243kg/SHR/"で,10,550kcal/kgの鋤碓を基準と
水準まで峨水のあると.き軍さ87．8オあった。即ち發生して24.7％の熱効率に相當する。罐効率は煙突温度が
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108.Cとなったので遥に上昇Lf88%となった｡罐は8ﾘデぺｽα律な相違鮎は罐である｡後の船が設計される

基のヤロー罐と1基のジョンソン縦が推進用に，2基の際には,クイーン・メアリイ?設計後罐の設計が進歩し
舶用圓雛が旅客用及徳籍蒸汽用に備えてある｡ﾔﾛー確，て大型の罐を數少くとりつけると云う瀞こ考えられた。
シｮﾝ.ｿﾝ罐は共に複洗型で過熱器は一方側の象にとり急仏でｸｲーﾝ．メアリイに於ける.24基の水管雛と3
‐r

付けてあって,過熱温度は立上りにあるダﾝパ‘-で調節基の舶用圓罐のはたらきをするのに，’2基の大z鼬複流
腿來る。ヤロー罐の罐胴は両端火造りの鍛造で，ジョンヤロー型水管罐を据付ける顎に決められた。蝿羨に罐敷
ソン罐の繊胴は鍛造製雨鍬鋲付のものである｡，ダツチエ力鍼つたので煙突及ブアンネル･ハッチの数を3個から．

＝…．~………藁灘蕊難鑿篭蓑'ーリテンは密閉総水系をとりつけてある。、

クイーン･メアリイ・亦･一つの効果があり，特別の族客用發電機はなくなって

壼態雛墓鱸撫蕊擢灘豐駕蕊鶏慈識欝雪雷震蕊
減速歯車に依り，4段膨脹タービンで鋤され卒グイい識制通氣ﾌｱﾝ用の大きい糊ﾘの室癖反入口は省かれ
－ン・メァリイの動力は各港で船を同す時間を含んで，て,’室氣は煙突基部の條板部を通じて坂入れ’フケ.ンネ／

1年中凡ての季節にサザンプ】､ンとニューヨークとの間ル・〃､ツチから下の邊風罎え導かれる。この改造によ

趨趣の航海をつ鱈けるに必要潅遜力によってきめられって，筌氣筒力鞍審議を賞遜ずる勤泌なくなり，叉大｜る。機賊設備では蓮鱒の際静かな事と共に，信頼性及び露D冷い筌氣がフアンネル．ハッチを下へ通るのでその・
簡潔な諏銃づ雛に重要な要素であつと,ｼｲー ﾝ．附近の設術が過熱されるQを防判が出來る。
ﾒーｱﾘｲの蒸汽唾力及温度の状態を決める際には,信頼クイーン・メアリイに取付けられた乾式集塵機は非糒

鱸皇:墓騨駕鍾裳誓約蕊鷲騨麓蝋熟鴬繍鷺餓勤
～鶴汽睡力や温度を増していくから効率がよくやっても問‘クイーン・ｴﾘチべｽは開戦後間もなく"1940年2．
窪にならな､､のである｡そこでシイーン．メアリイの蒸月に完成され,ニユ'一ヨークえ溌事にきめられた。こ
汽換用炊癖ま28kg/cm望及び371｡Cときめられた。主の船が通例の海上試迩鱒をしないでクライドの造船所達
嬢蛾及推進ﾙM發電窪えの蒸汽は24基の水僧溌で供給さ’去った事は一設に知られ尹､召けれども，この黙に就L、
拠放客設備用護電磯及びその他旅客用蒸汽は蒸汽座で更にある慌報は興味が深い｡戦時,然も試迩簿しない
ノユ7.6kg/cm当及び327｡Cの3基の舟岬圓罐で供給さ>Lで此の貴重な船を大西洋を識断して差ると云う事は燈も
El,､る。クイーン・メァリイでは推進用のみに對しと，旗重な考慮なくしては決められ油､つた。それで,船力＄
撚掛池消鎧識ま0:25/kg/Sm'〃位である｡旋客用としクライド･パﾝｸ醜罷鳥にいる間に機披設備の凡ゆる部
七の滴挫赴を毎日48f位どして，凡ての用途に對する錐出来るだけ完全に試鱗ずると云う特別の考慮が挑わ
撚臘贈蜜蝋ま約0.262kg/SHP/"である。この船の設計れたのである。
“ﾎ)馬力は158,000Hr'である。クイーン．メアjｲが

通例の船渠試騒は勿論窪施されたのであるが,』職な
建遥された當時'歯車鋒涯で傳逹されるこの動力は他の大きい船は碇泊中｢極微速｣以外の速度に磯關を運蕊肘
如何なる商船よ‘も,可成りかけはなれ輻ものであった。る事は保安上不可能なめで；この試騒が適雷なものだと．‐ノ

省主親歯車は75fの重駄であった。は云えなかった。そこで各舗謎軸を軸系の結合から放し

鰯雲繍態蝿謹撫#繍墓灘綴姦鰄鰯繊繩零驚雪’
蹄の総つた際歯車力翰査されたときに,歯に少しも鱗の凡ての繊軸承は全負荷'全速力の状態で試識され,苧
鋤溌見されなかった事は甚だ興味深い。ヤ〃ケース繊軸承は窒速力,輕負荷で試験されたのであ
．この船〈“ともと煙突ガｽの集塵装迩なしに建造される。この船の各縦はクイーン・メフ･リイの罐の約2倍の
丈溌後になって乾式過流型集塵装耀がとりつけられた。大きさのも“ので,出来縛れば大西洋を淡籔してこの

船を鐘る前に総試錐行う必蕊があった｡一つの雛詮詮ク鰯f－ン°エリザベス、
力雌で試駿ｻるため,凡てのタービン談電機(洲ん響

鋤蝋に開して,クイーン・メアリイとクイーン｡ェ全出力壊で迩鱒され,趣生した電力は一部織抗に吸鱸F

1
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れ，叉一部は誕制邇氣フアン，主婚環ポシプ,･船の按顛

フアン等と云った凡ゆる塚大型機賊を凡て最大出ガ注で運
鱒する事に依って，收吸された。その他，罐室逢風儀え

の室氣の供給を試罐する様に要求された事力謂『しい特色

である。これは，室氣を前部フアンネルハツチからとり

計算上全力蒸汽發生に必要な室氣量を得るまでに二つの

後部罐室の凡ての渥制迩氣フアンを同鱒じて,.その室氣

を使用して前部の一罐で識完を發生する事に依って行わ

れたbこの様な状態の下に，甲板に於ける大氣が室氣取

入口の條板部を通って邊風機室までフアシネルノ､ツチを

下る間に室氣の唾力の低下は約6.4jnm水柱に過ぎな
心､事力響りつた。 ノ

、1940年2月26日クライドを出發した船は，油や眞

水を得るため4日後クライド・バンクの突端に到着し，
1940年3月2日にニューヨークえ出帆した。どんな思

し､掛けぬ穆誠の故障力握って船が速力をおとすとか或い
は停止』ずる様な事がおこるかも知れないし，叉船がはじ

めて航海する時は遇發事力起り勝ちなものなので,海軍
の護術がアイルランドの北ま種つけられた。幸な事に，
ｲﾛ諜憩起らず船はニューヨークまで休まずに航海をつづ

ける事が蹄たるzI鐺一日の速力ほ唯奏の如くである｡
"表クライドからニューヨーク迄クイーン・エリザ

表スの航海速度、

、 一舶用機械一

に増大した｡この諾の主機噸列を附岡に示菖3－．
この船は2本の推進軸で躍動され，各軸は3基のター

ビンで駆動される。初期の1920年頃以後の歯車切削の

進歩に伴い，當礒二段減速に生じた困難はう団長きれて，

カロニァの高座タービンは，二段減速歯車装置で摺婁鋤

を蕊動し,中唾及び低唾タービンは.-割段減速歯車装震,二

藍灘壷鰯憲蜜誉蕊篭欝駕貞､

温高唾蒸汽を用うる場合は大きい利鮎となる。高座〒段
兒歯車及親歯車の歯は｢全歯未到のもの，即ち兒歯車
の歯は歯末の承，親歯車め歯は歯元のみである。ここに

取扱っている期間にほ,舶剛傳導装置z;設計及び騨造に
は殆んど鍵化が承られなかった。この事ほとりも直さず

故チヤー冬ス・パーゾンズ卿の偉矢な貢献なのであ詮
インボリウト歯形は,時と場合に依り歯末と蔵元"い
ろいろの割合で用いられるが，尚舶用傳導装睡に於て媛

高の地位を保っている。この歯形は歯車とギセ。1ケ－．ス
の異った熱膨脹による中心距離の塗化に差支えなく，．又
一方’それでも尚歯車の正確な噛合を維待する一一他の
二三の歯形はこの利鮎を有しない－と云う偉大な利鮎

●－J

を持っている。

傳鑿崖踵の分野に於ける偉大な進歩ほ，歯車歯形，
圓周ピッチ，ヘリカル・アンやﾚ及び歯の仕上zD精度の

~

向上である。
k

上に言及した初期の船の低墜タービン･)ケーシング及
ギヤ。'ケースは凡て篝鐵である力、、カロニアの場合鮭之
等の部品力溌L立瀧造となつ七いる。即ち軸承覆い(3鋳鋼
でつくられ，その他は銅板熔接で組立てられている。こ

の構成法の採用に依り可成りの重量の節約となった。
過熱羅砺は雨端を絞った頑丈な引抜管でつくられてい
る。

墾島の船に収付けられた僧武室氣加熱鍔に對し，この艦
の暑撰軸はﾊｳデﾝ.ﾕﾝグｽﾄ｡ﾑ型同轌式藤生加熱
器の]反付けられた事もある。加熱用低嘩汽ほクイーン
エリザベスの様にデイスーパーヒーターや減§蝉*を贈い
なV,でタービン發趣菱から抽汽して供給された6
カロニァではう煙突及ファンネル・ハッチが側鯵一つな
ので設肺としては遙に有利である。睡はクイーン。メア

リイやクイーン．エリザベスと異り，I紡妙f口及び吸引
通風機を有する密閉式遜制通風型で典る。

推進用補機

船の袖機類は大きく二つの部分に分けられる。即ち，
船を推進させるに必要な所謂雌進用補機｣及び艦とlシ
ての用鋤は旅善用に必要な所謂I弓職豊部捕撲｣の二つ
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であ象.他の船の調鍵頓に關してほ，二三の場合には述配置されてい弘各電動磯の出力は約300BHPで，戸
べた力冒,次にクイーシ．エリザベスの補機蒲に關して一一F・レオナード式管制方式に依り，錨をおろす際の最
般的に榧要を述べる事にする。、徐段から27.4m/minの綱を弛める速度段まき種々 の
釜風磯ほ他の凡ゆる補磯と同橇過去25年間に効率速度が得られ,15.23m/mmで60fの牽引力を有する。
が増大した。フ〃ンコニアの狸制邇氣フアンの効率は約

55％であったのに比べ，カロニアのそれは約75％とな

:駕撫,熟廃墓鑑識蕊冤霊
24基の両側唾込型渥制迩氣フアンで12,520BHPの電

動綾で廃“され，各-鋤の邊風機は3,122m3/mmの
室氣を吐出し得る。’

客艦では,今間經濟的の立場から，循環ポンプは殆ん
ど常に…§麺bである。クイーン・エリザ～スは8基‘

の循環韻シプを有じ,~各ポンプは6,100f/"の能力をも
一P

っている。恐らく揃嬢として船に]反付けられf最大のタ
ービン發電機はクイーン。､エリザベスのものである．う。

逗ｵ鍔は各2,200kWのものである。このタービンは
4,509rpmで雪噂し,滅速歯車装置を通じ600rpmで
霊電磯を躍動する。

、カロニアのダービ､/發電磯はそれよりは4型(幹1,100

kW)ではあるが,､英國船に最初に坂付けられた舶用抽
汽タ皇ピンr發電鑿なので,特別の興味がある。42f@kg/
函12及び427oCで罐蒸汽を]反入れて,､4,22kg/cm2で
ター.ピンから抽汽してサーモダンクの加熱加熱器,炊

事薑琴に“1される。．－〆‘
船の推進用補機の最も重要なもの上一つは操舵機であ
り｣，最近の客船では，これは殆んど常に電動水唾式でお

る。クイーン･エリザベスでは，舵のクロス・ヘッドに
働くトルクは1,084#-mであって,4基の水睡シリン
ダーの巍圏塾を維持するのに，各z253HPの電動綾で
騒動される3基の畦出量可塞型油ポンプがある。操舵機
勾全重逓侭1332である。

／クイーン・メアリイ及びクイーン・エリザベスに於て

航海船糯と操舵室の間に謡壷される水醒蕊舵テレモータ
ー鐙置は，吐出鎚河麺主油ポンズ｡で趣妾に職制するの
ではなく,4HPの雷甑職で驍動する2基の小さい吐出
避可錘證ソ壷プで管制される。.即ち，これ等のポンプが
永睡シリンダーへ蛎豊を供給し，それが順次に生操舵機

これに加ふるに，6基の各220BHIj電亜職で際”され、
る電動曳索ｷﾔプｽｸジと,f183BHP電動磯撫鋤
されるｷﾔプ家タン2基及辮81BHP電動磯で扉鋤，
される2基のj型キャプスタンをもち，こｵ鱒ば凡てワ
ード始レオナ7ド方式で管制される。
クイーン・エリザベスでは水墜作』i域水密扉が49箇．献

所あり，之等は凡て船橋から’分以内に閉ぢる事が出來
る。この方式iX-49.2kg/cmgの睡力流磯と2韮のボン，
プで供給して作動させるものである。，
族客識iiは凡て，グリネル式自働撒水設備で保護され,|
この方式は3鰯つの水源から水を供給される。最初は2基
の睡力タンクからとり，タシクは夫々4,546Iの容量が
あり丙墜は室氣唾縮機で自動的に唾力を維持される水面
上の嘩縮空氣で與えられる｡第2には電亜睦心ﾝブで
海獅自引かれ5,000J/minの容量がある。このポンプ

催'一つ叉照似上の撒水口から水猟乢て”の｜場合のタンクの睡力が減少すれぽ，自動的に起動する。
職3の場合は陸上主管より取る。
凡ゆる公室にほ完全な室氣調節装置力職えら魂,給氣
フアンとう廃フアン，脱漂装麓,蒸汽加熱装遥，自動空
氣制御器,温度及潔度管制蕊遥よりなる｡室氣調節設備‘
の全能力ほ約283,200m3/〃である。

、

篁読澗節装置の外,非縦蝿摸なｻーﾓ．蕊ンｸ式
邇勵II熱方式を採用している｡280基の逢風磯と105の
加蕊蝉位よりなる殼術に於て邊風j護を動力蒜電動磯の總
動力は殆んど1,370HI>に麓る。尋して供給され排出'さ、
れる塞氣の全避ほ3,341,000m:I/"である。
雁嶽施設としては,75kWの鐸勵幾を躯動する2基の、
石油發1珈裳があり／これ等は8氣筒で850rpmで週“
し75kW,220Vの繭洗發翻幾に直結される。趣助装置
は手動式と爾1武とがつけられ,いかなる危急にも適す‐
る如く越肋され，瞬間的に全力まで上げられる様になっ
てL，る。ヘク

０
．
“

|’

一

I

水嘩シリンダーへ流魁を供給し，それが順次に生操舵機，主冷凍機は2韮の竪型CO2機械よりなり，全封犬架
の管髄に作月減ることである。 瀧上に収付けられた一鋤の睡縮磯で,凡ての刺I承ぼ職制

綿油である｡この裟睡は相鋤の戸棚の冷却,水冷却器鮒鐙郡補機
及食料冷戦庫等に用いられる｡｡'

船膣諏穣も推進用補機と同淡,職の船では殆んど虚理すべき非常に多量の術生排永は,多くぼ雑線以
電mi武である。クイーン・エリザベスでは，別々彫に電動下にあるので特殊麗理設鮒をつけなければならぬ。この‘
機のつt,た左舷及び右舷のｳｲﾝドグ乏ｽを有し,どちため用i"られる蝿は20基の丁泳庭置槽と排出機の組
らか一力の電動機で各ウイiンドグラスを躯肋出來る機に－よりなり，これ等の装置に期いられる20基のポンプは
（噂，－32一一〆

盃
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油槽船NISO號で實施された航海中の賓験

EXperimenlal･VoyageoftheTariker."Niso.''Engin6eringl948-2-20、
蔓

一

寺

英國海軍省船舶熔接委員會では,熔接艦と銭鋲鐇の航、‐（4）辮側Iの粥の赫齢'千一勘毎つし,’、曄_f,ルーーー…一

I

一

＝（4）艦側の波の軌跡は，海水の睡力によって閉ぢろ
一連の電氣接黙によって詞11されたも
（5）風力は遠瞬旨示弐可鍵インダクタンス‘チョー
ク附風睡鍵ゑ板によった｡､．．

（6）-船禮の三方向の加速度言刷りには,三方向加速度
計力靭豹束電氣抵抗式歪計と共に使諾れだ。
（7）ローリングとピッチング"Ff測には，義ペワー
ジヤイロ,スコープ・鰍職動描言醗糯晶及重〃ラィホィール
附縦動揺記録器が使われた。

（8）最後に,､海上の全般の状態を記錘するためにデ
室中測量用カメラ2個が航海鵬僑の雨端に軸を平行に固
定され，賓麗富眞力撮れる様に配置された。これは電氣
的に操作され周期的に動くめて,2秒間隔から最大4分
周期で同時露出が出來る。このカメラは叉ローリングを
哲ツチングの計測のチェックにも使われた。
船禮鎗み記録用の映謹カメラは船尾換上に識いで函ま
れ，船首盤上の目標と中央錨橋換=Eの中間目漂をはっき
り見通すことが出來た。このカメラは’2吋の望遠レン
ズを術へ,電氣躍動によ悔秒4駒の速さで露出される。
前に述べた80沢擁ゑ計測用鋼製トラスが2個準備され
たのは，擬象測定の光錘勺方法が信用出來ないがも知れ

ぬと老へられたからであった｡ﾄﾗｽは事鐙上船揺聯鑑盈

に側縮接手を造り,これによって船臘のnh率半經の塗化
を論11せんとの試象であった｡･碆組は夫全長さ40呪の

箱形絡孑状桁2本から成り，高き10.爽幅3．6吋でシ
端と端をつき合せて置かれた｡そして桁の下部で互虐蕊
番で止められたが，上部の端ほ結ばずその隙間に索欧な

可

ゴムの袋で包んだ可鍵インダクタンス°チョークを架け
渡しだ｡記録された鈎象は總て溌期したより小さかった
が，カメラで記録したものと同じオーダーであった。4
本の21沢トラスは前部凹甲板に取付けられ，船魑の部

分的曲率半座の愛化を同様にして測った｡但し荒天で凹

一一

海中の諸状態を比較城討する計霊を立て,･その溌備賞験
としてアング'ロサクソン石油會趾の油糟船Ⅳiso號に特
殊の賃験装置を施した。こ読は本蛮驍に使う計器の大彊
の使用範園とか，繰返し力や動揺の大燈の周期を確める
ことが出來,叉併せて,邇暹を懲想される天候,海_E｝伏
態，波浪，風向風力等を記録することが出来る装諭であ
る。

、

Niso號はベルファース1､のハーランド。アンド．ウオ

ルフ虐碓で建設され,･甲板のバツ1､，シヤストレーキと

デツキスI､リンガーとの舷諜に於ける収il･,縮恵隔壁と
船底外板との取餓水ZF繼恵桁と外板との坂{ず,及び隔
壁に熔接が使われ，その他は銭鋲さ牙した。主要寸法は垂

線間長460沢,型幅59眼,華渠34,典で,載飼頓数は
12,000噸であり，船級ぽ鄙イドの100A1である。計
測鑑識識繩普がゴバンで艤装中に装術され,雄虎は1944
年12月24日であった。その日にニユーヨー､〃へ向けて室
館)伏態でガロツクを出港し,1945年1月8日に到着した。
燃料及びバラストを含み9,481噸の載貨で，排水量

14,216噸であった。この状態で吃水は前部21沢慶部
261R4W吋平均23"10L/9吋，職豊の蕊患〔サハ

＼

は2弛吋〔乾舷測量による),GM4.10X,靜水中の淡
顔締周期13.0秒であった。、

髪備された計器は次の通りである。

〔1〕歪計測のためには，電氣抵抗式歪計測器力戦わ
れ，遠隔指示式可鍵インダクタンス・チ,ヨーク附計器と

直接指示式ダイヤル・ケージとを併せ備えた。

〔?）船禮全艘の鞠みを計測するためトミは,映遥カメ
ラと見通し板が用意された。それから船橋越前の甲板上
に80沢と21.次の鍔ゑ計測用鋼製トラスカ乳､くつZ組
ま れた。．､

（3）船燈に加ほる水睡を計測するためには，隔膜型

ジ

’

』

|
１
１
の唾力計〔遠隔指示式可塗ｲﾝダｸ蜜ﾝス･チョーク”神板力謹領的に洗われる様になるとビック｡アップ装置
が外板に取付けられた。の絶縁が悪くな･り，結局機能を停止してしまった。
／ 、

（演田和夫〕

〔32頁より）容易に迅速にうつって,業務を有効に促進するため35基
慶物のたまった固禮をも通ずた塗特別に設計してある｡の電動昇降壌力穀けられている｡鄭職に依って主電力の
各餐のポンプは12B､H・P.の電動機で躍動されて，こ供給が途切れた場合，昇降磯は筒應念電力供給源よ・りの
の装置の操作は完全鰄酌である。，‐電力で補助電動機を蓮陣して操作される。
クイ戸ン。エリザベ渓では--ぶつの甲板から別の甲板え〔大橋義夫）
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舶用内燃機關の軸系に對する振振動應力の限界

nmitsofTorsionalVibrationStress,,inMarineOil.engineShafting

Engmeeringbl947-6ByDr.S.F･Dorey．C・BoE。

摂り振動應力の計算法に關する論文は從來澤山發表さに改めて,危険な臨界速度の位置を都合のよい位置に動
れているが，船舶用の軸系装置に謎Lては一般的に用いかすように勧告じた｡．又速度の位置を改蕾し，多年の經
－られるような應力の限界を與えている論文は未だ發表さ戯を質際に腰用寸るために，ロイド船舶年鑑は1944年
れていないので承論文に於てはこれを推奨しようとする’月に標準船に於ける主重油機關及び椛助重油機關に對‐
‐ものである。此の推奨限界は，多年に亙るロ･イド飴舶年・して，臨界速度の計算を行う.に必要な條件を壷表した｡.~
鑑の涙り強靭珈腰力に關する調査によったもので，これは 推奨應力限界を決定ずるのに犬型軸鍛造材の眞の握り
其の後の經験により改訂を行う餘地が十分ある。一～疲努張さに關しての偵値のある蚕料が，賓際の經鹸の結
種々 の型式の機關に對する減衰因子や調和同韓力等の果を揃うに用L2ら”こ｡1943年より19“年に至る間，
性質は複雑でおり，その塞化の範園力疵く，且つ臨界速ロイド年鑑は,軟鋼軸系に關する繰返し握り疲鍔試鹸を
摩に於ける眞の振動應力の値を正確にあらゆる場合につ賓物大の刺Iに野Lて行った｡大型中賞鍛造クランク軸に
いて計舞う-る巍翅難であるから，この推奨限宛ま振福關して,この大戦中に,濁逸のM.A.IY.會趾に於て行
を笈測して得る應力の限界として用い，而してこの應力われた重要な試験と比較をする必要があるであろう。

は應力集中を考慮しない見掛けの値とずる・．クランク刺I及びプロペラ軸一一附加曲げ疲努及び不完

ユ932年にInstitiltionofMeChmlicaLEngmeer'sに全な鍛造法を考慮すると,最小安全率は約1.5としなげ
謹表されてい･る「クランク軸用鋼材に於ける弾性履歴」れぱならない6非常に大型の軸では寸法の影響及び潅造

という論交の反駁論室に於て，著者はヴエブや油孔に於上の困難等の理由により，限界應力は低く取る必要があ
ける臓力集中を防ぐために，織りな注意を梯わない時のるむ色々な大きさの軸に對する寸法の影響を許侭する事
秘料の晦力限界を相當低く取るように鋤告した。が困難であり，副言頼の出來る黄験値がないから，限界

ロイド年鑑には1932年より1939年に至る間に起つ懸力は軸直“こ關してi鐡細勺に鍵化すると假走して,次
た比較的多くの軸の破損を調査している。そうしてTheの式を導いた。
Nbrth-EastCoastInstitutionofEngineersandShipb･ /c=±(4,400-70の封度/平方吋(1)

Uirdersに發表した「舶用機關の軸系の遜度｣という論鼓にαは吋を軍位とする刺直煙である。
文に於てこの著者は，調査の結果を撰澤し，叉當時P賞 土の公式はプロペラ卿Iにも適用出來ると考えられる。

験値を麺遥として,式迦“製クランク軸の醤璽の設計好まUくない條件の下に於ては，う．ロペラ軸を嘘蔓する
には次の△の値を2.4iこ取るように鋤告した。即ち．，に要する鵬力の最も低いものと大鎧同じ大きさの雁力で
△＝＝應力集中2ない4型磨営謎験片に對する疲勢限墨
應力集中のある大型軸に對ずる疲勢限界

あるという事がわかった。

中間軸一一中間軸に對して許容される安全率は，クラ
これより得られる疲努限界は，十分に加工され－様に

‐ローU村JpD寸』0．8‘B~』~J1･ロローーーヨ一一F。■ローザーー-●一一一、－q，ｰマダ

熱塵遷された丈夫な獄…い,-職農藝辮睡式琴蕊霧懸曽雛:職蝋鑪蕊
の刺Iに適用される。

鐘繍:y瞭鰯簿謬霄蝋蹴雪熟麓櫻製駕農ﾂに健…潅鯛係が椛
灸＝士(6,000－'00"〕封度/電方吋（3）

ンク軸の方が,軸受の不均一な磨耗により生ずる附加曲
げ砿努腫力や，軸方向鱸動による類似の影響により，或鼓にaは吋を単位とする軸直座である。
は叉艶鐙傷により，幾分上記の疲勢限界が下げられる。 大抵の場合,使用速度附近の軸系の振動應力が上記に

職争中は重油機關の主限界速度を機關の速度範園よりて與えられる限界内にあるように定める事は可能な事で
壷に低い庭に霞いた。多くの場合には，護邊中の低速度ある法斯くすると速度範園内の何虚かにこれ等の限界
迩陣“こ刺原の折損は埼加する傾向にあった。ロイド年、ーを超える臨界黙が出來るようになる｡.一般には油糟船の
鑑でこの故障を調査し,その結果として軸系装置を鱸‘加く譜尾に機關を有するものに於ける単節振動に對して

－34一一
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一軸系の釜謹壷防一

可能な様に，大形軸系を収附ける事により，斯傑な臨界

速度を使用速度より遙かに高く置く事が望ましい。他の；
場合には臨界速度は正叛使用速度より下に生ずる。この

臨界速度は迩陣の際出來る丈速く通過しなけれぽ藩らな

い。共鳴曲線により逵綾迩漣の時，邇けなければならぬ

臨界速度の上限及び下限の範囲が明瞭となる。

軸が危瞼に焔る事なく，安全に通過し得る一時的な振
り"

動H瞳ﾉ]の限界が存する事は明かであろう。更に振動態力

とサイクル数との關係に關する性蜜より，臨界速度を通

過する間に，軸に加え.られる應力のサイクル数が班､さけ

．れぱ小さい程，軸が同じ毒命を淵鰐するための安全應力

は大となる。使用速度範腿内に於ける臨界速度の位置延一

び危|職速度範園に對する一涛的な振動應力の最高位ら限
界を決定7-る事は明に必要な事であ､る。もしー 年間にこ
の限界速度を通過するzi'鐺同數及ひ轍IIに加寿られた高い

値を有する應力に對腫するサイクル数がわかるならば,c

刺lのある長さの毒命を維持するに充分な最高許容振動應
力を定める事は可能な事である｡_鍾脅の大きさの船に於
いては使用條件の窒化範幽が大きL､､ので，こｵI等のもの．．、
を知る事は不可能な事である。

．故に使用速度範園内に於ける一時的な臨界速度の位置

が低くけｵしば低い程,､安全なる應力の限界が大となると、
ぃヴ假定の下にす經溌的な近似計算が行われた。叉正規へ，

使用速度内に存在する一時的な懸力の最大値と，速度範
園内に於ける臨界鮎の位置の關係は，直識的であると考』

えられて来た。明かに一時的な懸力が使用速度に餘りに

接近して存在する事は好ましくない事である。故に一時』
鋤曜力と極用速度との間の最小間隔に對して制限を加え
た。

10吋のクランク劇1に對しては了一種用同縛數ら0.27倍
に於て生ずる一時的臨界速度による應力の最大値は，正
味の琴努限度の約'･5倍と取られて来た。且使用速度
範園内に於て何虚かに生ずる一時的な臨界速度に對する
，限界懸力は，使用同鍵數の0．9倍に於けるたに至る迄
比例して減少すると考えられた。
寸法効果に對する餘裕をもたせるために，一時的な限

界振動睡力は，九を基準として次の如く表わされてい
る。

＝

ノ‘＝土〔3,07-2.3γ〕×炎封度/平方吋CD

蕊霊:鞠鰄饗撫蜘
直經4吋及び18吋のi軸に對する九及び次の値を
示してい為瀧掴が第'圖に示されている。中間軸に對し
ても同糠准華準が用いられて来た。此の場合にはγの、

0．27及び0．75に對する限界値の間では一時的な臨界

速度の範園の比較的庇い事を考慮すると，九はクラシ

第1図ｸﾗﾝｸ及癖旋軸
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ク軸及びプロペラ軸の場合よりも遥かに高い極限値蓮有
する。一時的な限界振動應力に對する公式は，
fL=EE(2.56=2.09つ×淀封度/zP方吋⑥

鶏惑，巽駕繊麓醤電輪
界鯉力である。．

直狸4吋と18吋の軸に對する灸及び戎の促鐙示す

線圖は第2園に示されている。

推力軸に對する一時的な應力の限界値の塗化は,夫溌

基準とすると次の公式となる。

．刀＝士〔2.7-2.07γ)×た封度/平方吋(S)

第2図．中問軸
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の大のきさ，或は厳密に住職2:"･里B,1により定まる。

鼓に､Tnは力次の調和弧制同縛力の値であり，里B"は

正溌刺生曲線より得る機關?氣篭に於ける相對振巾の”
次のべ〃ﾄ』し和である。．

I或る推奨限界値は速度計の可能な誤差を許す爲に最小
・値にある程度の餘裕をもたすべきである。躍節型の鑓肋

に對して避けがければ右らない速度範悶は次の如くであ．
了

る。～

鍔芳より塑諸狸(<'=;:L…)(8)
‐識に班=臨界同“,〃-霊謂離
1

戸イド年鑑委員會では100馬力或はこれ以上の馬力の

補嘘ﾐ瀧關に對して臨界速度に關する篠件を附したさ
一一

例えば定速度稜披である補助發電機は，一時的な最大の
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１
鯛 鍵度鑿動は大抵5～7％程度であり，常時の速度鍵動は．

.定絡同鱒数のe~4％である｡然し乍ら自然周漉政の計
算上の誤差及び速度計算の誤差藍許すには，全負荷同縛

一
一

〆

ー

鐘に灸は公式(3)より得る限界應力であり，γは激の上下の約’0％の速度範園内にある極限値以上の振
0.27及び0.82なる極限値這有ずる。 殴鵬力がない事を確める必要が,ある。
薩輕4吋と18吋の軸に對するんと九の値を表わし

故に苦-及び1･1""s(""sは全負荷毎分同郷数で.ri"､る線I雛第狐に示されｾいる｡大抵は低次のもの
である激しい臨界速度は,軸の材溌に非常な剛性をもたある)の速度範閣内に於て嶋,振動窓力は次の値を超え
蔀か,叉は=獅系の臨界速度にあっては「はずみ｣車のてはならな↓､。

‘

領性モーメンドを過度に減少しなければ,偉用同鍵政以‘た＝±(5,000-100の封度/平方吋(9)
上にする鞠§出來ないという事ｳ廼々ある。 鐘に‘は吋を軍位とする軸直座である。
軍イド皐鑑は初期に臨界同鱒數を使用同縛数の,.3倍此の公式は主機賊のクランク軸に適用し得る公式〔,弱
より小さくない位温墨おくような制限を加えたが,最近より得る値より大約，0％高い應力限界を典える。

のr雛に調速されている機關の經験では，使用同轌数の一時的な臨界黙を通過する同数が，主機賊の場合より，
1．16倍の速度に於て'篭溌趣蕊恵に對す・る限界應力夫よも補助機賊の場合の方が遥に紗いので，主機賊のクラゾ

リe3.315以上になってはならない｡叉使翔同斡数の．剛'に對じて推奨應力限界よりも遙に高い鵬力限界を収
血茄僑以下では腫力は'比例的に小さくなければならる事が合鋤であると思われる｡此の潅力限界は弍式に

､

ないという二つの條件で十分のようである。．動考えられる。
かくして總ての軸に適用出凍る適當な公式を與える事 ′＝士(15,000-250の封度/zl塁方吋(10)
が出來る。即ち，鼓にd･は吋単位む軸直座である。此の鵬力の値は露の．

ジー±÷〔6.25殻ぞ-3”×ん封虚/率方吋（7）紗0．27の時の中間ブ摩ぺう軸の一時的な臨界速度に
ヴ

於ける態力値より少し大きい。
鐘にrは使用同縛戯碓以上の同純竣mに於ける.BedfordのW.H.Allen,Sons株式會杜と共同で最
振動態力の最大値にl討て'灸は公式〔'）〔2)（3）より近行った隷鐡は，中賓鍛造クランク軸を有するこの會耐二
得る相営限界晦力である。一め8氣鰯駿關を,弐I寺的な四次の主臨界速度に於て破壊一
橡縦著ほ出來る丈早く臨界速度範圃を超えるように加の生ずる迄,連鎖運欝をしたものであった。この試鱗の。
遜する辨を知っていなければならない。叉そのためにプ結果は笈際の破壊を起す迄のサイクル数に基いている燭ﾆ

ザー 叉は識ﾗﾝブ等によげ臨界速度を知る必要がある｡逸の試誕相當正確に一致している｡
ある装確に於て,--el軸勺な臨界速度を安全に通過出來・軸の涛命を控え目にとり75,000サイクルこし；發進：

る事を:IM"-るのに必要な危険進度範腿は,蝿制同鱒力停止毎に平均40ｻｲｸﾙの高い應力で,－週間毎に-－
－36－
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同の發進樺lとをすると考えると，クラング軸の概算壽命
、

侭，

環豐=36年
である｡’---時的な振動應力に對する推奨限界應力ほ，安

全側にあるのであるが，寝遼のある材料等の如き溌知出

來ない要素を許すために，幾分控え剛こ應力限界を取る

熱が望ましいと考え.られる｡、

主機賊及び補助磯城に對し河ま，一時的な振動應力が
推奨限魏腰方を超多るような虚では，ダン息パーを坂附け
る事が推奨されているが，大抵は全く效果がないが，あ

る場合I傘不適當な大きさとなる｡壷ﾝパーの調整を正
確に維持す-る事が困難である事を考えると，使用速度附

近に於､,て迩綴的に謝上する應力に對するよりも，一時
的な應力に濁して坂附けるべきであると思う。

比較的小型の船舶に於ては，鏡鐵製の推進器を普通に

用いた。後にはマンガン青銅製の推進器を用いるように

なった。此は船主側から見ると經濟的であるｶﾐ，青銅製
繼墜器では主臨界速度が使用同鱒数近くに來る鞠塒々
あるから，設言塔は十分此の鮎に注意ｦ‐る必要がある。

最近の石油椴關は航行中5％以内に速産鍵動を制御出
来る調速機を設夢a,る｡あるﾄﾛー ﾙ船では調速機は
特定の同喫鯉で燃掛供給を遮勘するようにしているが，

これは調速という事を誤って考えているのである。諦速

機は推進器の荷重が念に除かれた時に，駿關､最高蓮産
を制御すべきものである。‐

池當な調速装涯の必要な事は調速されていない機關を

使用した經敷により澄明されている。即ち船腹部に取附

ワシンI､ンjIIIIの新瀧蕩沿

負

一

〆

h

一釉系の涙振動二

けられた三段膨脹機關では，4年間に6個のクランク軸

が後部低嘩刺l頚の附根部で破壊した。これは荒天の日に

正規使用同韓數の2倍以上の同韓数の時に生じた，縦鰭

のために生ずる相當烈しい涯動同韓力が,･後部軸頚にて

急に埼加し，推進器が水に入る時の最大減速同韓力と組

合はさって破壊をおこしたのである。

1．多氣筒往復蒸汽磯關に關しても，現在重油機關に於け、
る如く，涙り瀝跡侍朧を調査する必要がある。

あらゆる場合に隅肉半擁及び紺L直經は出来る丈大葺
く取るべきである｡､標準の2g～32噸の材管④クランク

軸に對して推奨される限界は

シヲンク刺I薩睡の値は20を超えては霧ら
隅肉多|輕貞

ない。

！

クランク聡艫煙の値は20を超え千職ら油孔直涯
ない。

比較的高い抗張力の銅叉は特殊鋼を用いる際は，これ

等の比の値はもつと下げるを要する。
此の論文で推奨されている限界値と比較の'ためトーシ

ヨグラフの記録よりも振動應力を求める場合，蓮綾的に

愛化する應力範幽に於いて推奨される限界を超えない艦，
力の場合には問題の共鳴範園に接近している重要な次鐵

言 、

のj露助の近傍の影響を考慮に入れなければならない。然

し一時的な臨界速度に對しては猟此の速度を通過す-ろ際

lﾐ軸系に加えらｵしる態カサ¥ｸﾉﾚ数が少いからその近傍
‘ヮ影響は省略する事が出來る。（藤田公明〕

ノーフォークの新型雨頭渡船
pH

…
W．C.Nickum氏の設計した新迩船の樅惣個lで，自動，y.H.Mathis會就建造中のもので長180BR,40蕊の

車10O蕊乘客1,200人搭赦のもの3隻〔各3,000馬力),60自動車を載せ,エリザベス河上をダーフ牙一クと誼一ツ

蕊500入乘2隻,60蓬100人乘9鐘〔以上各1,500馬力〕マス間7/8哩をf鯉する。2基のCOoper-Bessemer580
で，各船は全長300沢，型幅66沢，塑探21次でABH.1'.のヂーゼルエンヂン,2基のG~E400H､1'|.推進
100A1船級をとる。何れも前後両端にwheelを有し， 電動磯を有する。推進器同鱒數は200で,スタートの馬

Diese:-electricengineで躍動される。力を売分大ならしめる鴬に,G,Eの補助發澄灘制御
装祇が装伽されている。
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今井信男

抽糟諾會祗のために,ペンシルベニア,チェス久一に
あるSunShiPbuildingandDry･Dock画吐で蓬鎧中

の極1油擢雛7隻の重要寸法が,←このぽど；硲主の顧問

整調彫表であるRobertW・Morrell氏によって次の邇り

明かにされた。

長さ唾腺間〕．600眼・

口幅 ．52沢6吋

深 狩－46沢6吋

吃水〔言瞳〕‐31呪5吋

正規軸馬力12,500
恒陣蕊政112

公認力一’6節’・
重量噸〔夏期吃水)26,500

諾燈には，熔鋳と鍍鋲の結合構造法が,新型の鋼材と
緒ーに使用されることになろう。この新鋼材は米國船舶
局が,將來の熔接飴建造に必要な材料として,制定せん
としているものである。鍍鐸繼裟①がKeelplate,Bmge

Strakes,壷よびSheerStrakesの上下端に用いられる
＝

だろ"5。

この新鋼材は船舶局が曇俎に亘り研究の上選定したも

ので,雛の鋸舶用鋼材より顎嵩b3ドﾙ高慨にづくと
選定きれている。又これらの船の甲板叉は外板の指定厚
ざm/2吋以上の箇所は何虚もこの鋼材が使用される｡②

艦は三島型で直轆絃弧をもち,Deadri羊はもってL，

ない。蝿吻はrO箇の主tankで趣蟹され，各タンクは
長さ392R4吋で二つの縦邇隔壁によって三つの剛Iに

吟"

唾される。

露．4000カ戸シの能力をもつ3壁の,タービンCazgo

pumpで貨物を排出する。これらのpumpには3墓の

噸､蝿坊主ンプがついている。＝

主貨物ポンプは，復水器黄平常排氣される，唾力毎平

方吋60Qlbs,温度華氏800度の蒸氣が利用賞れる。

Economizerを有する2蕊の水僧雛が装備され，睡力毎．ノ
zF方吋6001bs,華氏800度の蒸氣を主磯に逢燕ｻー る。
軸馬力13,750を發生するCrossCompoundTurbm弓

でDoUbleReductiongearを通してSingleScrewを

Wibずる･

主復氷器はタービン循環ポンプで傾助される。電力は

､2臺の300KW,220Vのタービン間荒發萢幾と,75.-

KWのデイゼル補助識勵幾によって供給される。

GulfOnCorporationのために込些LjllehemSparrows
一

nPmtShipyardで建造中の4隻の大型油補給の主要寸画

法が,船主顧問遙船家のMorrell氏によって次のように

公にされた。

長さ〔垂線間〕595呪

幅84沢 1

1深“火

吃水〔夏期乾絃〕33沢

正規軸馬力12,500

公認重力16節1/2
重量類〔夏期乾舷〕28,00O

これらの鋸は,毎平方吋6001bs,華氏800度の蒸氣で

蓮縛され，最大軸馬力13,750を發生する。叉240,000

バレルの油搭載能力をもっている。

同鐵闇所で2隻の小型油槽船が建造されている。これ

は自由型船の正規脳I1馬力5,500を發生する機關をもって

おり，油は151,500バレルを搭載ずる能力がある。そ‐
の重撰寸法ぼ次の通り。

長さ唾線間〕524火’｜
●

幅 68火

深38沢6吋
吃永〔夏期乾舷〕29次8吋

、鋤頓剛麓鰭〕’8'"，、．｜
ぐIankersforStandardOilCompanyofjNewJersey).

現代ｲ馳糟船青罐間題に關係はあるが,多少これとは
異った方法がⅣewJerseyのStandardOilCompany･

の船舶局技術部でなされた。それは，從來のものよりや

や異った織豊寸法と‘,闘温高睡のギヤードぷ－ピンの推
迩鏑を術えている6

一p

ノ

ｰ

『

①熔倭縦緯の一部に銭鋲縦縁を設けることは一種の緩衝

地辮とも見るべきものでこの線で擁迩吻の連綾する組裂

迩防止せんとするものである。全僻凄船といえどもこの

必要が遜澗され最近の船は殆んど綴この方式を採用してい
るc

③外板竿の板厘が1/2吋以下の場合は熔接による損傷が

鶏んど起きていない。板厚然それ以上となると3軸應力

の作用を受けるから切鉄感度の低い新鋼材が必要と鞭る。
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今年の初めこれらタンカーの6隻建造がﾖ翻され，丙されている。これら船用品はCargoportから艦譲簿
．百．

2隻はSunShiPbundingandDryD"k画吐，他の･4へ談込まれる。．

隻は画ewportNewsShipbuildmgandDryDock會i辻すべての｡fficerは中央上郡鰐豐吻内に,reayO"｡
であった。一icerおよびもmewは調君換内にそれぞれ裳室をもつで
この級の鞭寸法は次の通り。 いる。船長および稜關長の居住設備は，私室，事準お

よび専用のShowerと化註室の－揃からなっているム全長、623爽

長さ〔垂線盾D600沢、その他のLicense｣officerだとか，轄長，ス趣チユワ

82沢6吋一ド’無紺支師等は，専用のShower,'とｲ団注室､つい
宴“…側にて上甲板童で)“‘崎、た……〔属篝〕…ている｡O蕊…蕊蕊

室は中央部の部屋にあるが，食堂は便宜上艦尾喚内にあ・計譜流載吃水3’沢5'吋
ろ。Iettyof蔵cerおよびCrewLは一般に三人部屋で薯計謹W聴賦吃水における排水量約34,.100:f
用か叉は二部阜冬通のShowerと化註室をもっているざ、ず

正規軸馬力.12,500
食望まPetWofficCrとCrewとは別箇になっている

，公試速力〔計霊滿載吃水にて〕約’6節-．

本船は,圓形曲線の船首,巡洋船型謹昆とﾚーダ-及が娯楽室は共同である｡稜關士のDayroam,窪室,洗
びラジォァンテナのために垂直なマス,､，および傾斜し潅室,,その他一般のServiceroom等が設けられる自賄

室は電化されている。船橋盤における居住設脆は，二部
た洗溌型の壁蕊をもっている。機簾崖は後部にあって，’・
水密隔壁によっそ仕切らｵ“裳波室と縦逹とからなって、屋に4人であって各室に専用のShowerと化鮭誕蛮

･Lﾐ戸いる。居住室はすべて防火祷豈で機賊的の通腫隣達いる。罐童は機伽建の後方で職§--今段高くなっている．

船燈はSingle{Leckに計壷され,船首感,船尾襖,およ．力蠅されている。
防火および安全装湿ま_Essofleettankerがもってい“

鱒駕鶏錨淫惑蝋凱鯉昼'這よう瀧高繩識誠ある｡‘篝の長書鍵礎3…
りめ金腕製の救命艇があって内2隻は後部に他の2隻腱

甲板は認度甲板で全通しているb

貨物油槽は,0あって,各油槽は一對の縦適畷壁で三中央に配置され人命救助設備の役目をしている｡､救命艇
っの別れた繊向腫劃に腫分され30の主貨物瞳劉を形成は皿echglicalDaN『itで品されている。
している。コツフアーダ.ムは貨物油槽の前後端に設けら‐・推進機關と補機
オびこいる。貨物油頷ンブ室は機賊室に隣接し,･最後端中

拡謎醗關は,Cross･Compolmdimpulsesteahlturbine
央油糟の後方にあ毛。パラ尋チングの目的に對する小ポ

とDoubl4reductiongearを有するGeared~turbineか
シプ室は’前部中央貨物油槽に隣接している。．・ら成っ.ている。qoss胃Compolmdturbmeは1蕊の漕遮
鰯懸墨離茎潴雲霧蕊鱸熟縦鎮-ピンと,“蕊-ピン･癖口に遜鑑曲唇

後進女一ピン付低岻前進タービンから形成されている。極までを占めている。
獅料油槽は,､セツトリングタンクの外側琶機礎登毒勵のMultimevalVeがpartload､の迩湾に對し鐸煎
前齢の左右絃にある｡鶴凋室下の二極底には澱備絢kタのよりよき節約をうるため第一階段の諦崖ﾉﾂズﾉﾚ謹替

制するようになづている。シクが配備されている。今
移動水タンクがPoopDccklevelの後方と今一つ船 2つのTurJlnerotorsがHighspeedggrmetl,型
匿中央の上甲板悶内に設けられている｡DeepFUel-Oil.のFlexiblecoufingを通じてHighsdeeapinio興腫
叉はWator-ballasttankが前部船鎗の巍二甲板下に設迩詰されている。DoublereductiongearはLowSp"

Reduct,onelemaitの前方および上部に配置さ廟れｾいるけてある。′

Cargohoseを堀及ふために,3･トン能力の鋼製プー HighSpeedfirst･reductionelementをもっている。

ムを有する2つの鋼製キソグポストが垂f舷に’個づつ 2つのHighspee｣piuion､はLowSpeedpinionの

中央織造物の直後にある。第2甲板以上の前部船鎗の空FlexiolecoUplingを通して二つの中間Gearを鑪肋識、
所は繊董貨物用に充てられている。これら貨物は前面にる。､叉二つのLowSpeedpinionは二つのlOwSpeed
5，､ンブームを有する_對のギングポストによって龍口gear~を動かしている。ずべての,RedUctiongbarelem-

から綴御しされる。諾用品を扱うために，聯識の後方entにはdobulehelixdesignが操用されている。
に2トンプ屋ムを有する2つの鋼製キングポストが装備Mainthrus上bearingは牢ductioagearcasingの前

一＝‐39‐－－－
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伊

端に配備されていて,pivotedsegmenfalのsiigleCPllar matic.eogltrOlboirer.sootblower(f2蕊の大型air← ､

でMarineTypeであを。そして，雨方向にthrustをcomDressorから室氣の供給を受けている。小型のair-
受けるようにarrangeされていろ。RatedhOxsepowercomgｺressor"Com,ustioncontrolsystemとreed
は毎分112同轌のとき12,500でMaxhorsepower.waterregulatorSに室氣を供給している。

／

は115.7.同韓で13"750である。 電氣装備は2臺の400KW,450V,60cycle,3-pha
、推進機關ほ軸馬力縄12,500を蕊生ずる場合，毎鳴海seの交流Steamturbinegeneratorが機械室の右弦の
篤力の鯛消費量が0.52ポンドと譲走されたときに， 床上に槻付られている。これらのgenerator(3:main一戸

信頼あり且つ經濟的な運韓が出來るように計聲されてい prmulsiozlturbineと同じ.Steam℃onditionで作動す－●
〆

る･これに瓶5るに，電鐙恥賄用かまど，および直流ろ。そ上て,この場合油の加熱ballasting叉はtankの
～

掃除等に要譲る燃料は含童れていない｡Turbine,IXnor･ P齢用の2墓のmotorgenerator用としての蔵ansfor･
･xnaI,steaInqcondit;onでgagepressureが毎平方吋merがある。1墓の60KWj450V,交流Dieselgen-ノ

8351bs,でturbine入口における蒸氣温度力轆氏の840｡eramr力排常時電澄用として用意されている。なおこれ
～

のときに竹鋤ﾆｦー るようにできていろ。 ．は，ヨ畷用Forceddraft.blower,fuel-oilserviCSpu.
一

mpおよびfeedm,mp等をもつboilercoldstarting

鎮麓盤篦麗駕鴻雛撚…'臺確われる｡鱸康の…ろ鵜"ず※C

latheおよびgrinder等が据付てある｡通れていろ。各Boilerl3gFurnacewaterwaIIs,Convec･
も

”

f;on-tvPesUPerheater,desUper.heater,economizer,air甲板機賊としては,Tworamt"eのelectro･hydra･
、

heatar3,MeChanicalatomizingoilburners,smokein･ ulicsteeringgearpsteamwmdlass,および5墓のsteam

dicatOr,air･operatedfee唾＆erregulator,Combusion winchがある｡‐
●

COうtrol,air"fftypesootblowers,および溌齊的運 樹戒室およひ擶陛室は通風筒丙にある給排氣用のpropeI-
ler-Wefanで通風が行われている。癖をするために，その他必要な附蹄品をもっている。

主機とtUrbogeneratot･に附鴎する水銀柱29.25吋＝ ポンプ装置
／ ノーの眞毒度をもつ,main,condenserが,低唾主タービン－．

．、'Caxgdpumproomは最後のCargotankとengZneのF方に配置される。
●

補助復氷器が'TWoturbogenerator,Cargopump mornの間にあって4重のtwo･stagecentrifugalcargo
turbItle,およびその他のstearn･actuatedauxiliaryunitPumPsがある。これらはengineroomにあるstearn
l 、

等の排氣をcondens=するために用意されている。 tUrbineで動かされる。そして，これら4蕊のpunlpは

イ誠のできる經濟的な蓮鱒を確鰡-富ために次のよう30｡A.P.1.CrUdeoilを毎時約22,000b…Is琴排出すｰ

:な補溌繩装備されていろ。 る能力をもっている。叉engineroonlには2蕊の§te-
･3蓬の.staamturbineactuatedrotaryfeedpump, amreciproCatingstripperpUmpsがあって,1墓はー

nnainandauxiliarycircUlatingandcondensatepump, rpt包工ytypestripperpumpでengineroomにある霊
m"nandauxiliarycondenseraireiector,主機に卦す跡幾で動かされる。各purnpはポンプの虚で,毎zF方吋“･・生一一

～

るgr"iWtypeLubricatingoilsystem.と共通した1u- 1251bsの排出唾力琶1,000barrelSの能力をもってい，委

bricamgUlpump,steafnturbmeactuatedfireandろ。、

ButterworthpumpWithheater,筆⑧．‘ノ、、Maincargotankには外煙14吋の前後に通ずる4
Feedheatingsysterh":deaeratmg~feed-waterhea"太のcargosuctionlineと,Ⅳb,1tankのrnalncargo

｡一

金を含む4段落のFeed-waterheatmgをもってい墨， lineの1本に蓮桔されている6吋のstrippinglineが

Evaporatingplantにはtwosaltwaterevaporatorと濠ある。盃

"emake･upfeedevaporatorおよび･t"odistillersが "sIzippingpumpがmaincarg3pump,｡Mamlme,■--

含まれでいる。 stripperline等の瓦斯或は海水を吸入してNo.10中央
c4

BonerforCed･droftsystem(3:vanecontrolを装備タングとPumpxoomにあるmainsu"ionとdischar･
された二つのelectric,blowerをもっている。各のbo･ geCross･overおよび上甲板上にある6吋のdischarge
ilerl3:4個のfuel-oilbuT･nerをもっており2蕊のFu- Linecross.overに排出するよう装備されている。

g 1

el･oilserViCepumPとBaileycombustioncontrolを，
｡e

〔日本海事振興曾〕

もつheaterから供紛されている。Airguffiypeauto･J!
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I舶用ガスタービン装置について、′≠

仏＝ すh

′
、

へ

玉/、、木頑＝宜
一

や 、 1

．0．6 ノ、

カスターピン機關に開する蒜闇は約160年前の事であ〔ﾎ〕同じく瑞西のエジシーヤーウイス會牡は6000馬

蕊:澱麓篭繍監2欝懸艇美感惑議巽駕彗薑欝警饗皇、
瀧諺力率の進歩改良が遅れた事に因る｡併し最近に於てはロカス温度は650｡6fWj!ま塙寄30氣睡のなのであ
戦前陸上應念發電所としてガスターピン原動所が設立さる。
れ，大戦中は航空機用としてターポジエツLI､機關が活躍～ （2）カスタービンサイクル．、種類
し,叉戦後英米等に於ては穣關車用として特に微粉炭燃

周知の通りガスターピンの種類はその燃澆方式によ､g僥のガス没畠ピンが研究されつLありその賞用化も遠く、、
ほないと思われる。とど､ろで從到わ運鰄交通機關發達史て定容式‘畷發燃澆式〕と定唾式〔繼蕊辮韓ご).とに夫
を顧ると新型機關が陸上で或る程度の賓績をおさめると別される力吟自=皇般に使用されるのは定睡式のもので前
次いで舶用機關として使用せられて､､るが，ガスターピ項に記した實例もこれに闇する。定唾式のものはその歩’
シの場合舶用職關としての資用状況は如何になつ･色いるイ2クルの方式によって開放サイクル式，半密閉サイクル
だろうか｡この問題に關して筆者は最近或る外國文献を式'密閉ｻ〃ｸ:ﾙ式の三つに分けられる｡蛾下そ｡各々
讃ん龍のでその中特に興味深い部分を以下に紹介〆見について説明しよう｡〔ｲ〕隙倣サイクルは最も簡軍なものさ蕊'園(ｨ]に

一

、

’よう。
示す樹

(1)舶用ｶｽﾀー ｾﾝの襲錯状況｡

〔ィ〕英海軍ほ航空機別のターボジ毛ツト機關をピツー

ヵース曾耐の手で推進器蕊動用に改造して砲艤に装備し
1947年夏海上鍵裁を行った。永繼は元來1250馬力の
カソリソ機關を三推進刺'に一遡鈍装備していたがそOfiコ
央軸を2500馬力の上記カスターピン機淵で扱鍵したも 、、
ので巡航及び後進は外二軸で行う惹鶴である。本機關の
陸上試隣に於ける燃聡賄愛率は全力時で毎時毎馬力0.48
キロ（燃料カス揮發油〕であった。
“者誰本磯關は航空溌關の改造品で小型艦艇用の
痩騨磯であるから睡論比も3～4程度の低いものと思わ
れ又熱交換器等の燃料効率増大装置も有しないものと想
像される｡）
〔ロ）米海軍は2500馬力カスターピゾの劉乍をエリ
オツト會献に註文し1944年10月誌重鱒を行った｡そ
の成績によると燃料消幾率は全力時毎時毎馬力0.22キ
ロ，1/4全力時0．32キロであった。
〔ハ）瑞西のズルツアー曾吐は7500馬力の舶用カス
タービソを幽乍中でその識走燃料消費率は0.2～0.21キ．
ロである。

〔二）同じく瑞西のプラウンポペリー衞祓は客貨船用
7000馬力のガスターピソを設計したが,その選定燃料消
讃率ほ0．23キロである。

－41－
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示す様に外氣から吸入した2謹氣を皿諭餅幾(a)で唾縮し燃
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躍菫(b)内で噴射熱糾と共に鑑せしめる。その宴氣量

は蝿尭に必要な量の数倍であるから耀塞ガｽは適當の温
度廷見在は材料の耐熱産め關係で650｡C位が限度〕の
ものとなって》て一ピン(c)に入り大氣躍酋膨脹して外気
に排出される。このタービンは發生馬力の2/3程度を睡

瀧濯琴鋤用に讃し,残りを外軸に傳える。タービンを高
嘩，低墜の二個に分ちその一二を以て唾縮溌を蕊動し他を

以胃ご外軸を麺『ず-る方法もよく使われるがこれは同韓敷
を別々に制御できる利黙があるからである。第1側〔ロ〕

ほ…溌号(d)を設けタービン排出カスを以て唾縮擬吸
入識を加熱することにより,、叉舘'跡ﾊ)は更に鴎縮

權の中途段落に冷却器(e)を設けて中間冷却を行うこと

により全鐙効率の増加を固るものである。㈲

〔ロ〕半密閉サイクル稚毛レツア；-會赴提唱の方式で
第2圖に示す様に鴎蔵幾(a,a')で哩鏥された寒氣は熱
麹舞幕(d)毛溌熱せられた後二分せられてその息一部(約
6q%フは溺盤雲臺に入り騨磁撫掛と蕊に撫尭するが他は室
氣加熱器<g)で燃僥ガスで間接に加熱される。反對に燃

饒カス周は華で適當の澁度に冷却されて外軸躍動用久一ピ

s/CC'>に入りﾌ愉嘩膨脹して夕i鏑に排出される。ノ

〆

でA一K原動所とも呼ばれる。これほ節31罰に示寸隷
に鴎縮機(aJで鴎諭された室氣は熱交換器(d)で窪熱せ
られ室身動騨器(g>.内で燃饒ガ表で間接に力陰Xせられる。
加熱さｵ暁室氣はタービンG)で膨脹し熱交換器に入つ・
て蝉寒氣を総した上漂冷器(f)に入って水冷却され
・て睡縮機に入り鼓に密閉サイクルを終る。燃料燃燵用の
識は小型胆辮機吻)で外氣から取り入れるがこの睡鑛
機は燃澆ガスの一部を刈型カスタービンに入れて‘甑bす
る。叉密閉同路中の漏洩室氣を袖給する篤に小型の睡龍
機叉ほ氣蓄器を使用する。

1以上三種のｻｲｸﾙについて説明したが前鋤こ記した
責例中.〔ｲ〕〔ﾛ）〔=〕は開放式,〔ﾊ〕は半密閉式，
〔狗は密閉式サイクルのなのである。

⑤三方式の比較

上記三方式の何れに於ても熱交換器を大とし鵬滴賎に
於ける中間冷却及びタービンに於ける中間加熱等を行う
ことにより熱効率が堀大することは同様であるが資際間・
題として次の様な相違鮎がある。街出力制御方法にも相
違がある6〔次項識の．

〔ｲ）附放サイクルではタービン及び熱交換器内を溌
焼ガスカ麺るからタービン葉及び熱交換器細管が汚損しー

効率が低下する。ー

從って之等を定期的に掃除する必要があり叉細管は餘~凸

り細いものを使開出來ない(3/8吋以上の程皮〕
（ロ〕峯I皇密閉サイクルでは室氣加熱器と懲冷器の重避
容蹟が加わるが室氣ｶ騨器は二分された筌氣の-．方を加、
熱;-るので大力量の場合でも比較的小型に出来る。夕IWM
躍動用タービンは開放ザイクルのものと同様に燃澆カス．
が通るから掃除の必要がある力狸難機錘助用タービン及
び熱交換器は燃饒ガスに態れないから掃除の必要なく又
一細管ほ瓢いものを使用し得る。

（ﾊ)密閉ｻｲｸﾙでは全部の塞氣を室氣加熱器で加
熱するからその重量容稜斑上較的大となる。併しタービ
ン及び熱交換器は燃饒ガスに鱈れないから汚損瞬蝕の心
配なく細管は1/8吋位のものを使州し得る｡叉鵬縮機は
外氣を吸入;しないから効率は安定する。最も注目すべき
は本サイクルでは嘆力を開放サイクルの場合の6～7倍
とし低墜側でも數氣陸にしてI醒縮磯とタービンの形を小
さくし得叉熱交換器の効率を大とし得ることで此の故に
氷サイクルは大馬力用に適し－軸10蕊馬力が可能であ

●

る｡要するに本サイクルは蒸氣タービン機關"境寂を室
氣で置き換えたもので室氣ｶ燥器は髄に，譲冷器は復水
器に睡縮機ば給水ポンプに夫々 相営するわけである。

Ｄ
ｋ
１
■
日
日
Ⅱ
Ｕ

｡－

一
一
Ｌ

第2圖竿密閉サイクル
〆

｡

又室氣力喋鷺器で加熱され茨華氣は嘩縮機騒動用タービ

ン心〕に入り中位の睡力迄膨脹して熱交換器に入り唾縮

筌氣を燃して溌冷器(f)に入り水冷却されて睡縮機
《a'〕に入り蛙に密閉サイクルを完才する。睡縮機(a)は

燃焼に使用しタービン(c/)を通って排出される丈の室

氣を外氣から取り入れるのである。

〔参り密閉ｻ報クルはｴﾂｼﾔｳｲｽ曾而躍唱の方式
一

I

I
〆
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〆
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－舶用ガスターごシニー
~

進の場合の効率は60～70％になるが前進の場合はずっ

とよい｡．

（7）燃料効率及び燃料

（ｲ〕‘カスターピン装置の燃料消費零は首備己の蜜例で

も記Lたが5000～10000馬力のもの蚕毎時毎嬬力0．2
~0.2i幸ﾛ即ち熱罰率に換算して30~32%が可能で

おる。これは女皇ピン入Pカス湿度が650oCの場合であ
るが材料が進歩して730｡Cが許容さｵbると消整饗郵ま

-0617表口となりディーゼル機關と略々同様になる。

．(ロ〕燃料は開放サイクルではタービン及熱交換器の

満謡を保つために揖瑳油を使方必要があろうが密閉サイ

クルでは…笹用重油が使用出来よう。
〔ﾊ).潤滑油は燕タービンの場合と同様でディーゼ
ル濃關の場合よ満りずつと謹齊的である｡即ち舶用ディー
ゼル機關に於ける潤滑油と氣篭油の謡鍵は鱗斗油の約'5
％に碇るが蒸氣又はガスターピンでは僅かq既に過ぎ
ない。

“）出力の制禦

（イ）開放サネクルでは燃饒室に注入する甥塞卿ちタ
ービン入口カス温度で出力を調節ずる従づて低力では
漉度低下のためにかなり効率が低下する｡筒舶用の場合．
ぼこ刺i配姉型としI堕縮機に蓮結する高座タービゾとj侭些
刺Iに迩詰する低雌タービンの同鱒數を別個のものとし歴

・寄

隷此の低下を防止する方法が有利である。．．‐

（ロ〕雀i皇辮閉サイクルでは同路中の睡力を加減するが
I醒縮機の同縛数を調節してタ言ピン温度を大鐙一定に保

ヂA

持弓~る。從って低力でも効率低下は僅少であるb.

〔ハ〕密閉サイクルでは同路中の筌氣量を小型の醒縮
機叉は氣蓄器で力職することにより室氣睡力を調節し同
路全禮の唾力比及びタービシ温度を一定に像痔するから．
負荷の如何に拘らず高い効率が繼寺される。

（5）起動

胆赫機がタービンを躍動するに十分な室氣を供給し得
る同縛数に達する迄補助モーターでかなりの同鱒數迄同
してやらねばならないも此の袖助モータF-の馬力は一般
に全出力の4～5％である。船の場合はディーゼル發電
稜の電源で電動磯を使用すればよい｡箙恩英海軍蛮溌磯
_C陸上試験では自力同鱒可甫"I司鱒数に達する迄停45秒、
を要し声いる。

（6）逆韓

ガス汝一ピンに於ては後進に對して錘タービンの場

合の様に直結の後進ターピシを似蝿し得な‘い･c雄鱒タ
ービンの属陣損失が大で甚しい韮鍵を生じ割輸kを起すう

そ･こで一般に次の四つの方法が老へられている。即ち電
"I",可鍵節繼堕器，歯車迩灘装髄，竝に水力接手逆
鱒装置の四方法である。
〔ィ）電調椎進は班に蒸氣タービン使用の§郷に於て
も叉ガスターピン伽3の機關軍に於ても使用せられてい、
る方法で越騨のみでなく機關配備上も便利である戒蒋達
効率測勺93％で歯車滅迷装置の約97％に比し劣ること
典，製造識が5～6％多くなるのが鮫鮎である。

〔ﾛ）可鋤推進器は初期に於ては種々 困難な黙があ
ったが迩時は設計が進歩4ーて既に3500馬力の航瀞浴で
好成績を示している。
〔ハ〕・歯車逆鱒装置は自動車に用いる方法に似たもの

で油雛で掛外しを行う，師こ1600馬力迄のものが製作
せ剤L24,000馬力のものも設計濟承である。
（二〕水力迦鱒接手は前進に歯車装置，後進にフェッ
チンガー水力接手を用いる方法で油墜で切換を行う，後

ノ

（8）重量容積'”

（ｲ）カスターピン墾趣p塞萱は5000←10000曝力
の鐸吻船の場合密閉サイクルにしてヂイー･造ル機關の

,/2より積大となり蒸氣ﾀーピﾝ機闘の約2/3となる嘩
氣劣一ピン機關の重量は鶴補機,軸系推錘器を含砂ご
章物錯で馬力當り100キロ,~軍用鑑艇で12キロ位であ－
る〕

〔ロ〕ガスターピン装置お容穣は5000～10000馬力
の貨物船の場合効率@画高い密閉サイクルにしても蒸氣タ
ービンの場合に比し約25影の場所が節約出來る。開放
サイクルの場合は吸入筌氣及び排出ガスの鋤蒸氣ター
ビン，ディーゼル，叉は密閉サイクルガスタ､－ピンに比
して約5倍になり甲板を貫通する筌氣吸入管及ひ排出管
の断面積が大となるが装置全禮で節約される場所ほこれ

ー

0

を
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航海用双眼鏡
15×･80 脚付大型品
7×50 薄幕．夜間用

特殊レンズ装澄

其他各種製造

横濱産業工藝研究所
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－ 船の雰卜學一

験をする事も出來，浩岸航路船とは

いえ，その安全性確保に豫め充分の

手段を識す事莎，出來得たのであつ

-た｡それにつけてもその貨客船時代
の事を考え･ると漂然たるものがある

ではないか。雨者の例とも船主側に

は完成岡もなく，傾斜試驍を行うに
際して諾澄の蜜測から始めなければ

漆らなかった始末だったそうだ｡

卜,ローラーは耐鋼生の憩いもあだ
と信じ切っていた自分は，戦争中そ

の數装をした際，案ﾀ罐元性の極め

’て乏しいものがあったのに驚いたこ

とがある。今迄にも客茜滿載した小

型船が罐し，髭重な人命を失った

例が時莞ある。乘客の無智や，超滿

員に乘り込まず業者の乱暴さもさる

ことながら，船自彊にも縦階が多か
ったのではあるまいか。zI型船のこ

ういう様な現象は-壼燈何庭から生ず

るのであろう｡か｡結局ほそ¥に系統
だづた造船學を修めた人の居らない

様な小造船所で，た時經驍一黙張り

で船がつくられた結果からではあき
まいか。船主もた埒単に廉いという

黙に許り氣をとられ，當然注意を排

うべき船の性能に對し無關心であっ

たため七(爵あるまいか。

大正5年の頃第一次世界大戦によ

る好景氣が造船界を刺戟して，雨後

の筍の如くあちらこちらに鐵皆所が

出來た事がある。佃島にもその一つ

の木造船所が出來；そこで1,000噸

近い木造船が建造され〔その頃はま

だ木材も大きな船をつくるだけのも

のがあった〕その進水の際，故山本

武減先生からその當時學生であった

浪人達力蝋人種々の進水データ諦川

のため派遥されたことがあったが，

との造船所では進水計算さえして儲
らないのを見て驚いて仕舞ったこと

を今想い出すのである。た』輕験だ

けですべてをやってのける大謄さに

は全く感心するがウこの様な4鎧船

所の建造船に,復ﾗ司生の乏しいとい

－44－

う様な峡焔のあるものが出來る可能

性があるのではなかろ･うか。大きな

諸船所でも小型船の進水計算を怠つ

龍,進加浄簿覆させて仕舞つ.た例も
ある。d型船だといって馬鹿にす-る

虚に重大な誤力起きるのである。路
邊たまたま見受ける小錯船所のｲ型
争

船の改装では，重心の位置が相當か

わる様なものが，あまり考慮も梯わ

雛駕熟蕊鞭撫
病氣を頭痛に病むことがある。

經驍は班い。特に叩き上げた技侭

に對Lては深甚の敬意を表する6然

し理論も亦厳然たる存在である。小

造船所の多くは叩き上げた人が麓雛

を握っていて，學校出，特にさし當

り間に合わない速中を敬達する癖が

あった。ここにそこで建造される小

型船に餓陥の生ずる因が胚胎するの

だと思う。これから學校を出る人達

も多い｡世の中の鍵動で大捲船所か

ら離れる人達も多い。今後立派に残

って行く小詮罰断所ほこｵl等の人達を

適常に吸収してその陣容を弧化し，

誤のない完全な船を造ることに努む

くきであろう。また船主も従来の因

縁にとらわれず，よく造船所の内容

陣容を吟味してその船を註文すべき

であると思う。

浪人の寝言
～

小型§鰯Iﾖと復元性

造船工作法とその再吟味

船底塗料えの夢
〆

小型船穫關の蹄雛剃
一

〆
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鍔O小型船舶と復元性
ノ

小型鍋には案外復元性の悪いの
がある。菫たGMは相當あっても
Gの位置力稿すぎる様な,即ちKG
の大なるもの〔小型客路には特に此
‘の場合OGの問題を考慮せねばなら
ない〕_が特に小塑熔錯にはあるので

はないかと思う。鑓丘沈没し喜青葉
丸もこの熟に問題があろう。昨年の
事,MH造船所を訪れた時別府通い
の小型客船の傾斜試験を行:二ｺている
ところを見た。これはここの技師が
その子女の通っている學校のPTA
で,_別府えの修學族行に船と汽車と
どちらを用いたがよいかと聞かれた
際，今邇っ且ごいる様な鋸では安全性
の保證は出來ないと答えたことから
錯主が傾斜翻語施行を頼んだのだ
と聞いたが，蜜際にこの船は輕荷状
態でGM力瀦んど零に近いもので
あったので，パラストを積んで復元
妙の同復を計ったという事である。
また臭のM遥船所では引揚げたj翅
ら沈没貨客船を薫物船に改造してい
るところを見たが，これはスダピリ

チーが悪かったので,職貨愛を減ら
さずに復元力の増加を計るためパル

ヂをつけていた庭だった。小貨物船
にバルヂをつける等とはおそらく始
めての事であろうが，この造船所に

ほ小さいながらも采続だった塗船學
を修めた技師がいたから,"塊の試

ぐ

ノ

＝

〃

0仁壁〕つとJi乱フ｡

一

○造船工作法とその再吟味

鑑船學を修めた者の多くは理論的

な事に趣味をもつが，現場の工作に

關しては，あまり關心を持たない様

だ。何虚の造船所でも現場工作は大

概フオーアマン任かせであるから，

從來やって來た工作法の逵綾であつ

＝て鍵化力廷しく，何故そうするのか

課も到らずに仕事をして居るとじか

恩貴ない事力婆いようだ｡例えI鞍
鋲の場合，何虚でも返し打をして居
るようだが，何故返し打が必要なの

であるか，説明を求めて見ても納得
の出来る様な答は得られないのであ

～

、

口

、
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る鋲浪人ほ若い時，珈力鐘鋲の事を

研究した結果，返し打無用との結論

を得た。そこで蛮際に軍艦長良〔5,

500噂斑“洋樋の究打工を雨銭に
分け，片舷は從來通の銭め方，片舷

は返し打無しで銭めさせて見た力琴一

雨舷共締まり方に甲乙は無く，諾禮

水座試鹸の時の手直し程度も同じ様

であった。返し打無しの場合鋲の打

ち上げは，ポイントの晴赤色力婚え

る迄に素早くさせて居た爲め，一腫

當りの銭鋲激は從來の方法に比し著

しく堀し,．結局は同じ鋲数を鋏める

のに工数が減じ，しかも良L鋲が打~

てたので利益はかなり大きかったの

である。また穿孔をやって居るとこ

ろを見ると，昔炭素鋼の錐を使用し

たI驍代，水を掛け乍ら穿孔して居た
習俄が高速度鋼の錐に錘き換えられば～

た今日でも抜けず，相も鍵ら胃謡水か

憲駕鯉騨鰯驚
る。こｵ鶴は少し技師が現場工作に
關心を持ちさえすれぽ,.直ちに政あ
させ，加工能率を學げさせ得るので
ある。~

鐵駿工場でほ機械が最高能率で動
いて居るであろうか。全魁の管理も
大切だが，機械個々に肖摩蔭を學げさ
せる率も工敷節約上極めて必要なの
である。然しこ上にも技師の研究は
足りていないと‘郷。例えばラポマ
の優秀な穿孔機械を使うのに’錐の
種類や径及び被穿孔材の材質に應じ
て向蝿を塗え,常に最高能率を出
す様工員を訓練して居るところがあ
るであろうか。錐の形にしても辺先

を船喰錘の歯と願じ様な曲椴こする
‘と，穿孑脇息率が殆んど2倍近くにな
る事を研究した人溌あったが，造船

屋でこんな郡に注意して居る人があ
るであろう‘か。

造船の理易工作には一般に機賊器
具の利用度が妙く，またその進歩發
逹も浬々 と1_.て居る糠である。鍵鐵

旬

、

用の永睡器その他に至ってはこの40
、

年來少しも簔化がなく，相も塗らず

大きな鎚を振り廻さなければならな
、‐

い軍勢勘である。最垂呉の認曹で縦

型の水唾器力耕究試製されたが,ま
■…・

だ普誕副上するに至って居らない。螺

締器のよいものが易るけれ共この利
用は盛ではない。電氣鋲澆器の出現

を見たが，これを使いこなさなかっ

たのは一魁誰の罪であらう。瓦斯切
断にしても随分奇麗な雛i面を得ら
れるし，また曲面に仕上げる研究も

既に長崎で得られたのに，どうして

それが,普及發達しな唾のであろう

か。問題は結局誰かが本営に機賊器

具と亜り組んで碗究詮し良かったな
らば直ちにそれを眼力Iﾐ描堕させる
だけの忍耐と熱意のある人があれば

出来るのではあるまいか。工員の多

くは初物を嫌う傾向がある。それは

初めそれに1鰯Lない間は，從來のや

り方に樫る黙を見出し得ないからで

あろう。この啓蒙には技師自身の大

なる勉鰻と努力とを蕊する。手打鋲

が堂氣鎚使南に塗った事は劃期的な
愛化であり，今の人達は手打鋲の打

ち方さへ知らない程室氣鎚は常識化

されてしまったが，初めの中は峯氣

鎚の反動力精にこたえるので肩の肉
がはなれる等Z言って中々 その使用
を肯んぜず，これ力譜及に苦んだも

のだと聞いている。

原材料を外國に仰がねばならぬ我

國の造船としては，、塾､にしても建

造に要する工數を少しでもよいから

減ら寸事に努めなければなるまい。

その爲めには從來の造船工作法を再

吟味して不合理な黙は合理化し機械

器具利用の範悶諸職め,工具の改善
に専心當る事も緊急な研究課題であ

ろう。新らしき機械器具類の工夫も、

造船屋が虞に具腿案を出して要望す

るならば，機賊屋侭氣屋が喜んで解

決し-亡呉れるであろう。

、
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○船底塗料えの夢一

船底の汚識はいう迄もなく燃料の
､・

消蜜を増郷趣大ぎい。日本郵船の
欧洲定期航路が満濯していた異就

役船ほ一往復毎に入渠，船底塗換え

をやっていた弱それによる鴬渉織
の節約高は遙かに入渠料より大であ

ったと聞いて居る。相等優良な塗料′

でも眞に有穀なのは3ケ月位であっ

て,塗装の時期で多少の相遥はある

が，6ケ月たてぼ汚稜の程度ほ相等

ひどくなるから，速力の速い諾は6

ケ月毎に入渠する必要がおきて采を
し，普通の船でも年1同ほ少なく=と

も塗装をやら遥ければ溺謡の損失が
大きい。薑

・防汚塗料は普通水銀砥素銅系の毒

物を塗料に混入して駐蛎や富士壷セ

ルプラ類のI儲をf防ぐ･のである港
また附着したものを機賊的に流速で

落ちる様に工夫が加えら沁逗いるも
のもある。ところで對需は生命力を

有っている生物であるところに雌床

がわるい黙が遥る。雲吻に對しては

生物自身に抗展津とで尚いうものが
出來るのであろうか，同じ塗料に秤

《

れて來るとその效果は薄らいで來る

様だ。また農息海面が異なると同一

種類の生物でも毒に對する抵抗力が

蓮5のか，塗料の效果が虚によって

異なる様に思われる。海軍があった

頃は，毎年飴底塗料製造所から新ら

しく作った塗料を愛用に供して居る

ものも，研究中のものも提出せしめ
試鹸板に塗り各軍港や馬公の淘さ浸

涜してその成績を調べて居たが，年

と場所によって成績順位が異なり，

これで滿足という結果は得られなか

った｡､浪人は大正15年英國海軍省
の遥船局で船底塗料の事を質ねた事

があるが,英画でも日本と同じ糠な
試溌を行っていた。そうして浸漬地

は銅員國の外マルタ香捲に迄及んで
いたが，やはり年々の成績に決定的

プ

、

U望

、

』
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…臆なく,そ…成績の蛾の識に捕われ柵自の笠場から厩÷…-.ﾌ.｡ベﾗーを有って厨
のもの数種を購入使用して居る有様究を蛤め,錘に熱を受けると瓦斯をるものに,速隔管制のものがあって
であった｡英國に於ける成鋳が上位發生し炎を消す様な物質を混入したこれは今も，使用されて居る筈であ
のものを日本で購入して試議したこのであるが,イ型電氣嘘の中にこのる｡但しこの船は船橋で管制も出来
ともあったが，その成績ほ日本でほ塗料を塗った試鐡片苫を入れて赤熱しるが，－.方普通の船と同じくエンヂ
ボ良であった。 て見ても，炎を出さない迄のものをン・テレグラフもついて居て溌關部
また-労生物の習性生態を根本的創り出し8分通りの成功を納めたの員の失業は無いのである。船橋管制
感に研究する事も必要と認め,技術研であった｡嫁の防火塗料は何れもが何故旗く用いられないかは理由が
究所から生物學の権威者に依頼し，・炎を出して燃えたのである。そこで判らない。機椛及び工作に信頼性が
その研究に営って貰い，塗料改良に模擬火災試鐵で在來のものとの比較なかったのか，人員の節約が氣にい
＊藤の成果を學げていた力誰戦と共賞鹸をやるところ迄に至ったが，研らなかったのか，兎に角不思議な事
一に止められてしまった｡燃料經濟に蠅當者が病氣をしたげなどして居と思う。若し機關の作動が確愛で，
‐矢なる關係のあるこれ等の研究抵是る中に終戦となりその儘となってし手入をさえして居れば故障は殆んど
、非共再興して,綾けなくてはなる注まったのは今更ながら惜しい事をしないとい､うならば，これはもつと本
‘い。そ零れにほ造船研究所の如き機翻だと思っている。 式に採用されてよいものではなかろ

力埠く設けられて'その研究の一つ扱話は本論に戻るが,硲底塗料もうか。
に加えて賀えれぼこの上ない事と思この防火塗料の研究の如く，今迄の戦時中濁迩の潜水艦Uポートが日
う｡成鋳鯉良と見られた塗料も，あ糠念から全く鯛て別な観黙から出本に邊られて来た事があるが,日本
る味期にぽその錠果ｵ零ち牌来る様發し，新らしい方直瀝開拓して見たの潜水艦のように，機關雲員が迩簿
港例えばインター･ナショナルの如ら却って面白いものが出來ろのでは中機賊の傍につききりの必要はなく
きば明らかに年を露て衰退のあとを ．，ないかと思ふ｡例えば合成鋤旨の一時々見麺わりをする程度でよいのだ
示したが，．これは生物がその塗料に.－種で，ある潔度でば泥吠のものを船そうだった。その爲機關部員の数は
榊乙ご尋I顎になって来た篤めではな底に塗り，乾くと薄い皮膜雛るも少なくて濟むのであったが，日本の
かろうか。即ち前に言うた様に生物ので，その物には生物が附く事を好に較べて何虚がどう違うのかよくほ
庭抗毒素の如きも‘グが出來て,一期童ないという様なものが合成出來な知らないけれ共，こまかい部分迄材
間だけが改良のなし､同一種類の塗料ぃ事はあるまい｡或はまた海甲に漬質が吟味改興きれ,また鋳物が非常
に封しても〆有效なのではなかろうけ髄いて生物の附かなL､ものの性によい爲なのか,いづ}れにせよ機關

ー

か｡若しそうだとすると今の塗料の質を研究し，この性能を有つ簿い膜が確賞でそれほど信鰯出來たのであ

麓繍露諾懸驚：嘉蝋鴛轌難繍蝋:鯛霊識諾雲競
う。それで今の礎やるとすればj定出來上ったならば，燃料の大なる節いし，また必ず出来るに相異ないと
期的に毒物の内容を鍵えて,生物を約と共に入渠変の減少となり，船主思う。
し迄懸接に漣なからしめるより外に‐側引いては國家の利益莫大なもの溌漁船機帆船の如き小型の譜その他
季臓ないのではなかろうか。だかこあるであろう。合成樹脂關係その他では，この船橋管制をやったら定め
‘画遁期を見出すのも中々容易の業での化學者がこの様な方面にも首を突し便利であらう。人件斑の嵩んで居〆

催ある詞､。る今日，迩鱒に從事する人員を減らき込んで見たらと夢を見ている。
話は脇路に通れるが,防火塗料に． ’し得る事は大いに椴迎すべき事であ
塾､ものはないも戦零中の割Fだった､,O小型船機關の船橘管制 ろうし，また再建途上の日本は能率
が,ある印刷鋪の化學研究部のィ 大正中期の頃長崎で機關の管制をの向上が大きな問題であって，失業
シク關係を研究して居る部門が戦季§蝿でやる勝が出來た事があった。問題の如きは別箇に考慮すべき歌で
の鍔め閑となり’何か塗料を研究し成綴は大鍵良かつたが,その時これあろうと思う。前世紀の遺物の如き
て貝fたいと言って來たの電防火塗では機關部員が失業するではないか澆玉エンヂンはこの際小型の合理的
料をやったら如何かと奨めた”:あと虞面目に議論した人もあった｡こなヂ鼎-ゼﾙに代って貰い度い。この
る°この研究部は塗料に謝し全く無の船は今どうなって居るか知らないヂーゼルも取扱方法が極めて簡軍で
經感であった丈げに，今迄の塗料屋が,川崎で作った曳船並朧船でシ船橋観削が出〔54頁につづく）
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１
１(ARITER・BURGESSDフランク

メーソン･(FRANKMnSO鞄ジエ

ー・スパーリングα.SPURLING)-

雷ミユアヘツド･ポーーレ(MUmImAD

BOURID等流石に英國はこの道の

優ｵ雄謡家力鐙に多Lも漿魏錘のク
ラウス。､ベルケン(mAEUSBERG

口～-ろ

E頂）など割も好きな壷家の一今人で湯
､ろ。猶これらの人々 の丙には第一・弐

大談當時海軍々 人として軍務に服し
た人餐も多いので,そめ作品の活き
ているのも成程と肯づけるものが患
ろ。

豊作ど準備船舶霊に限った
ことではないが，＝の霊作に着手す

るに先ち参考資料の蒐集調査その砥
の準備工作に費す時間と篝力は大鍵
な慾のだらうと思う。殊にそれ力瀝
史證の類である場合は猶更である。
明治祁宮繪霊館にある壁謹の一つ

日清戦役黄海々 戦の岡は太田毒三郷
霊伯カー世の心血を注ぎ五ケ年餘の
日子を饗した力作と聞く。

この護の製作腫關ナる蜜伯の手記
｢黄緯琴戟を描きで｣詮讃んで釜島
その努力の並大抵でなかったことを

知ったのであるが,その努苦を推察
すると同時に若し塞伯が多年この種
の船舶蜜を手がけ從って叉基礎的蚕

料など聖富な所誠がおったならあの

勢力は遙に輕減され，もつと早く，

しかも一層效果的な作品力鵯ぢれた

のでほないかと思う。例えぼあの聲

面に出ている敵鑑の塗色などについ

ても，筆者は少鐵帯代こんなことが
好きであった爲同戦役當蒔塞豊賭
の藷や寓眞戦記などによって大遥の
知識ほ持っていたが，遜伯は昭和年
代になってから殆んどイロハから調
査されたのでさぞかし骨を折ら＃'灸
こと上思う。史料の類ほ時と共腱毒
速に背鍾滅失する人の詑臓など健漉
更不確資なものである。筆者も森這
日本海に於ける淡鑑三笠の或甥面謹
描く必要があって準備中一づ示明の

’

に關する鴫誰溌縫晶るとザ巳｡.サイ
フ・リアンプリーツ､ジ(SmCYPRIAN

BRIDGE)海軍大將の巻頭言中菱ゐ
のまうな－.節瀧ある。

船の霊に對して船乘がまづ目をつ

けるのば船のデテイルがどこ茨で

正しく描かれてあるかという黙で

‐ある。

艦乘にとってはたとえ作家自身ど

れ程藝術的侭値の鬮Lていること

を弧調しでももし帆装や索具その

他の装置が正しく描き現わさｵどて

いないならぽ何等の償値もない。

これは陸の人から見だら笑うべき

ごとかも知れないが，船乘にとっ

てばこの種の誤りは恰も看樂家の

耳に調子外れの吾樂と同様不愉快
干営なものてある云々

と'誠に同感の至りである。それIと
つけそも鋤臓婚誌力溌舶認家をクリ
スマスの特獅競の對象にする英國は
流石に海の國だと羨しく感じた。
ワイリー氏作品は華者が子幽零代

前おき喪というものL有り方
などは我餐技術畑の人間としては論

ずべき限ではないが，船が好きで船

を學び多年船に綴のある仕頚にたづ

さわって來た船銀として船の霊に對

する氣持を卒直に述べて見たいと思

う。なお識めお識りしておき度いの

は本女中日本の船舶霊について兎角

海職關係の霊が引合に出るが，我國
では從來船の謡といえば大部分が海

軍霧であったので止むを得ずこれを
引合に出した次第である。
藝術的債値と正しい描嶌．
圓山應琴と病める錆の話にもある
通り,･謡というものは如何に名人の
作でもzF素そのもの蓋よく知つ･a@，
る人が見ると，いろいろの間違いが

目につくものである。船をよく知っ
ている人が船の護を見ると，その藝

術的側直は兎も角，描き方の誤りや
露その似可となく物足らぬ感がするこ
とは珍らしくない。ことに邦人の作
品に於てこの感力操いことば濁り筆

孝だけの感じではないと思う｡我々
は作品の藝術的蝿は問題でない，
というよりもむしろ判ら雄い。しか
し頭の内の活きた艦と，謹筆によっ
て再現された船と比較したとき；描
き方の誤りや，誤りとは行かないま
で･も何やら板につかない描き振りが

先づ目について，如何に大家の作品
でも＝の評慣も出來ぬもの上ある

のはしばしば經職することである。

一九○七年のアートジャーナル

(ARTJOURIMAL)誌のクリスマス

テンバーとして發刊された英國の船

舶謹家ワイリー氏(W.L・WTIIm)
｡

1

からの憧れの的で，その複製品は見
営り次第かき集めた。氏の作品は蜜
に眞面目その物であり，細密に過ぎ
て精勤感に乏しいものもあるが，船
舶海象の描嶌の正確さは蜜に驚く可
きものである6

氏は謹に活氣を添えるため列鍾譜
形や速力を誇張したり,筆の先懲
りに狂欄怒祷をまき起したり，低俗
な小刀細工は總對に弄ばない人であ
る。この外にノルマン．ウイルキン
ソン(NORMANW江,KINSON)チ
ヤールズ･デイクソン(CHARLES
DIXON)アーサー。（壱ジェス

、

一一灯－－－
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などの活躍を描くに営り最近距離の
一番鑑は蓑づ可なりとして後綾の二

番鑑以-Fはよ・い加減にごまかしてあ

る。前記ワイリー氏の名作COⅣ凪肛‐

EREEANDSEApOWER(口繧藻

1個〕､を見ると帆走中の'ダージを近

景におき，遠景に大小の帆船汽船な

どを配し,右方壷に今進水したばか
テ

ゥの戦艦が曳船に護られて岸壁に曳
一'

航されつ上ある。そこに叉入渠中の
一戦艦が，僅に橋と烟突を見せてい

る。筆者の敬服するのはこれら遠景

の船舗の正確な描寓振で，殊に入渠

懲聴護慾驚鰯
徴をとらえて資感がよく現われてい

る。猫りワイリー氏に限らず外國の

、

~黙があって鋤系方面をいろいろ調べ

ても到らない｡犠時の乘組でこの瀞
駿に鋤ロルた人でも記憶は唾々 で捉
まえどころがない，偶然それを擢當
していた准士官の－Q人が北海道の或．

町に晩年を過していることを却って

問い合せたがその同答も信をおき難

く，大に失望すると共にこの種の調
査の困難なことを痛感した經鹸があ一

る。査料はまず何とかして集あ得た．

として，さていよいよこれを描く段

になるとどうしても長年の經験と不
箇の研究にまたなければ到底よい雪

は得られない｡･そこえ行くと，海軍
会人とか航海家は；日常活きた資料
の間に鐘舌してん､るめで，繪心のあ
参る人雄らぼそれがそぢ烹当脳裡のフク

イルムに澆きつけられて，必要に應
じていくらでも再生されるので大き
な蕊味がある。

3圖のストラ＝ス級も多少從來のピ

ーオー型と塗ってはいるが大分描き

にくそうな艦である。しかしこれら

の地朱な船をわざとらしい修飾も加

えず，柄に合わない高速で走らせた

り，怒涛を蹴って活躍させたりせず

に，ありのま上適當なポーズで描い

た落つきのある上品な聾である。

しかし外馴にも時にはずいぶん俗

悪な庚告霊がないでもない。例えば
大西洋の豪華客船などに關するもの
にぼfくその例を見る。
船側に併走する大形曳船より本船の

ボー1,デッキーヒのライプポートの方

力遥に大きかったり，舷窓をモータ

ーボート力梁にく壁り抜けそうな葱

のなど辻謹の合わないものをよく見

夕

〆一

かける。我國のポスターにも遥面上

数萬トンの豪華船がなかなか多い。、
瀬戸樹航路の千1､ン級の客船でも優
に三千トン位にふくらんでいるのが

ある。ポスターにせよ，舩崖の装飾

にせよ，そこは商寅柄お客の好みに

投ずることは必要であらうが，同時

に無條件に大衆の低級な趣味に引摺

られてばかり居ては此頃のカス1､リ ミ

出版物と選ぶところはない。眞によ、
い船のポスターがお客を引き寄せる§

ようにならなければ海國など上天き

な顔は出来ない。

船の美しさを見る船の大小

鰯競艤蹴雛鰄
美しさを持つ。池朱な船には地朱な

美しさがある。漁船をヨットの如く、

1､ランパーが美しく化鮭してライ歩〃

－並の高速で浪を蹴立てる姿を描い、

たって美しくは見えまい。船の美し

さは夫全の役務にふさわしい壌境と

;閃塵に於て完全に發揮される。野良
で働く百姐娘は美しいが，若しそれ

力惇化粧に振袖姿で都太路に乘り出
じだら果してどんなことになるだる；
う。OK大工學部講師)!'

、

●

専門篭家の作品はこういう職は資に

眞面目であって，時としては主題の

船よりもつまや薬味の方にうま味の

あるものがある。プランクメーソン

氏作の我新田丸の聟などもその氣味

がある。

’元海軍中佐若淋欽氏の著した海蕊
′遥粘は繕が子供の時のお手本で今
以て珍識しているが，この姑は粗っ
ぽい撞き方で細部にこだわらず,繼
形趣言ずいぶん賀吻とは塗っている
“あるがそれで決してお力塾しくな
い。これこそ多年脳裡にたくわえら
れた鑑艇の姿を自由自在に蘂使し手
いるもので,餘技とは云え我鳥の求
むる諾の霊は正にこれである。
料理と薬味我國の船舶霊を
見竃勝に感ずることは，謹の中心に
なる船の描篤はまづ無難で多つたと
して'今こ”二附帯して描き海えられ
た他の諾は資に無斑任な描き方をし
てあることである。これらは主題の
船を活かす大切な役目を持つもので
だと亥遼漿中さ難描きの漁錯にも主
題同等の周到な注意を擁うべきであ
る。

船蕾祗のボスター外國の船
會杜では何れもそれぞｵU走った専門
謹家に依蝿して所脇船の霊を描かせ
ている。我國では日本郵船が慰崩#専
ら外國の鐙家に依嘱していた｡~デイ
クソン氏筆の長崎丸などはよい繕で

あった。

ポスターは単なる鑑賞品と異り多

分に管業的效果をねら;可きで難
華

うが，さればとて蹄診速力などを餘

3誇張したり，殊に極端に大きな覗

角で仰ぎ見た，頭の上に零しか上る
ような艦の委などあくどい謎は不愉

狭千萬である。これでは船を立振に
見せようとして，却ってひいきの引

たおしを演じているようなものであ

る。口繪第2側はピr－オー，英印噸

線のポスターでスパーリング氏の作

口繪第3個は同じくデイクソン氏の

華になるものである。これら雨牡の

船ほ大趨漉形も塗色も地朱で盤とし
てあまり見映えのまる船でなく，第

一48－

料理を活かすものは薬味である刺
身のつまは決して軍なる色どりや装
飾ではない。

鋤時中のいわゆる記鎌迩などによ
く見たところであるが，例えば艦際 １
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・戦後始めて我々の見たアメリカ艦1.C.装置えの電力の供論は,船内
、

の状況はどう’であったろう,.特に電主發電機及び懸念稜電機よりI.C.

氣冨姉については勿論，各種機器の配電盤に逢られ，これにより行われ

電化状況に驚かされた。しかし良い・ている。この系統の中には，電動發

魔底出來るだけ坂入れ,現在の日本電機周波数篝喚綾,或は蓄電池等
船を，もづともっと，改良すべきなの電源を必要と･ｻー るものもある。1.

の態はあるまい砂､q例えば,スヰツC.系統は,殆んど120V》A､，､或
チ類に例を季って見ても,種々の才は120V,D.C.が用いられ,A.C.今

ﾚｯｼｭｧ･ｽ季ツテ(pressureの學合はW560ｻｲｸﾙである。
switCh)が各種麺珈幾類に利用され,1．警報装置，．
、嬢器類の性能を良く考え，押鍜タン

－つで遜助磯類を率に起動,惇止‘（1）ベル装置
させている。 ‘この系統は,120V,A.CB,単相
今,各湾浩所に於ては各種ｱまり60ｻｲ々ﾙで,エC・闘彊蕊から給電
力船を修理したり，外國耀出來るされる｡配電盤上のヒューズa付きえ
だけ多く新造をしようとしてL}る。、イツチの数は同路の數により決まり
改良をする前に先づアメリカ船の電普通大型船では二つ以上の系統に分
氣織装を本誌をかりて錘§ましてかれで)､る。即ち一溌統は高談船員
見よう。これ力燕出船等に幾分でも・用のものと他の系統は－般月]ベルで
参考Iこなれば幸である。傳蕊管或は他の装睡と§棚されてい

る｡電話装置が装備される鵜は，
－ゆ－

船内通信装腫工事(mteriorCom･この装鉦にベル装置が附風される。

菫蹴蝋寵麓恭蕊誓篁?灘鷺L鷲
る。即ち下を呼ぶのに用い，ベル鍔示器ほ高
(a)穫報装躍級船員用の賄室に通常装備され，プ
〔め通信及び昔刷り装遥ザー付きのカード・ドロップ‘式力翔
(c)砺活装感いられている。この配線方試:は鐵亟
(d)テレグラヌ装置式とでも云う様な方式力翔いられて
(e)!鱒輪羅針駿装湿いる｡即ち，一種は總ての抑ポゑン
これ等の分類は更に細かく分けらの．罫モソで,､他の極は全部の表示
′れている。例えば(a)項目の警報盤器に接談されるので，押ポ女ソと表
置に於てはベル装匿，火災警報装置示器の間は電線-零を引けばよい。
蟻 試翰用電撫ま表示器に行く抑ポタン

の電線のコンモンにつないであり，

Iこれは表示器の棲鱗の作動を試騨‐
るのに用いられる。この系統は複雑
でもなく殆んど故障も起らないので
あって，若し押奉タンを押してもカ
ードがあらわれなし時は少量の注油
をするか，調整してやる必要が挙る
表示器，ブザーは船に装匿す看前に
試験をして作動を良好にして霞く。
鯉謡管と無畷馳式電話頓Ound
poweredtelephone)に用いる糞ル
同路は1識1‘が普通である談時には
1對2も用いられる。この鍔置腫用
いるベルは傳鐵議或は電話の麹篇し
てある場所に人を呼び出すのに用い，
るのである。この傳醗管或は撫礒蜜也
式電話は船の電源を必要としない特

ノ
徴がある。

響報装置としては主に三種類の方
式ｶﾐある。即ち,鐡力式ベル，プヂ
ー及びホーンがありこれ等は皆識
の容避は小さく，一つのベルE鵬に
は，通常3Aのヒューズで充分であ
る◎

第1圖及び第2側は無電池式電話
に恥､られる，ベル同路の1例であ
る。

（2）潤滑油低雌蝿淑
この鍔置は120V,A,C.職月で，
1.C.厩調雛から直接給遜される。盤
にはヒューズ付ナイフ義イッチが坂
りつけてあり，この同路を録趣する
ようにしてある。この錯遍は諏蕊態
タービン機賊に必要な潤滑油の睡な

『

〃

一=－49－=＝‐

q
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この系統の電唾は通常120V,D.

C.でこの樹霧は恒温器(thermoStaD

の装備されている瞳劃の温度溌恒

温器の調整限度以上に昇った時，艦

の中央に警報される様になっている

警報器はドロップ・カード式ベル

標示器に用いられたと同じ様なドロ

ップ・カード，霧報ベル，指示装置

及び同路を試験するに必要な制限装
置よりなる。

この系統の一同路に，一睡劃或は

数随劃を持たせてもよいが，若し一

同路に－嘔劃以_上を持たした場合に

、
季
一

電
一
Ｊ
一
如
一

NO2電蓋用
一一一一－一
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０
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１
１
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０

L＝－．_－－壬一ヨ＆三二--,,■･一一一J

、

シド〕以下

になった時

に警謂ぞする

ようになつ

第1岡

TOI.CPANEL

は，サーモスタットはお互に並列に

接綾される。このサーモスタットは
、

現在三接鮎の水銀式が用いられてを

り，二つの接黙は水銀中に入れられ

弛め一つの接黙は水銀が昇って來る

と接鯛するようになってをり，火災

が起ったり或は何か外の原因によっ
て室内の温度が上昇弓-ると働く。絡
端のサーモスタツ1､の同路に，或は
サーモスタット－個の場合はこのサ．

－モスタツトに第4岡の様に抵抗を

挿入する。この抵抗はI.C・室の警
報ベルによりサーモスタツ'､の故障
を探り‐のに用いられる。こ,の抵抗の
．-種は水銀の接黙に，他の－極は水

銀に入っていない方につながれてい
る。この抵抗は側路Cby.pasS)にな

って居り，表示器の故障リレーを開

く同路に充分の電流を流せるように
してあり，同路に何の故障も．ない時．
ほこのリレーは開いたま上で乳若し

何かの故障で同路力鐵鴫閃饅になる、
とリレー同路が閉ぢられ，警報ベル

が鳴る。サーモスタットの上の接黙
と下の接黙が過熱のため水銀を上昇

させ接黙を閉ぢる様な事が起ると火

災報知器の同路は閉ぢられる。この

同路が閉ぢられるとベルが鳴りカーノ

ドが下り，厘劃に何か事故がある事

を知らせる。總てのサーモスタット

は船に装備する前に試験しデ置かね

ばならない。この水銀のサーモ認ダ

i鵬1
ている。こ

の装置は友

一ピンの潤

滑油系統に

設備され，

調整出來る

接鯛器，表

示燈及びベ

ルを用い

ている。表

示燈は2個

あって，第

3間に示し

た様に2個

並列につな

いだ電匿が

用いられ，

、

ノブ押挿ン
－

ペル
PILOTHOUS[

＝

MASTERSCABIN

ー

Ｂ
色
Ｂ
色

CH.ENG'RS.CABIN

、

ホーン ENGINROOM

0

第 2回

ノ

一つの電燈は接鯛器

、が閉ぢられた時に職

麓し他の電燈はター
グ

どシカ極縛されて

いる間中黙撞して居

り，パイロットとし、

て用いられ電流が流

れているのを知らせ

る。ベルは潤識由系

統の鐵昂器が閉ぢる

と鳴り，タービンに

~､一注意を引かせる。第
一､,ー3岡はこの系統団を

／示す｡。
〕火災警報裟腫

－50－ニー

丹
ノ

｜
’

冒動濃矯塞紗胃喧ﾉ潤滑癌系
姿

日。

警報ぺル
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第

、

ヅトは猜密な臘難§であるから腫劃丙

の工事が維ってから装備しなけれぽ
たらない。配線は腫劃が出來ろや否ならない。啄粥弼哉腫謹Iが出来るや否

や出來るだけ早く行はなければなら

ない。

（4）排気警報装置

カソリン，繩劉生の液魁，或は揮

發性の物質を入れる部屋は電動機で

瓢胴~る排氣装置を装備する。これ
に用いる電動磯及び制御装置は火花
が出るので，これ等の部室に装備し
てはならない。電動機は連縦走狢の

ものを用い，警報装置は電動磯同路
に入れた，ウレーにより作動する。
警細路に用いち電唾は普通,,,0
V,A.C・が用いられ，この電流は動

力同路とは別の樹立した同路を用い

龍蕊雛鰈繊雪鱸
を閉ぢるリレーによる。この警報装
置ほ排氣電動機が止まった時に,L

一

」

ワ

1

、

、

火災警報濃示罵

4園

C.室の表示板に電燈により.知らせ

る。

多くの船で剛いるこれ等以外の警

報装澄は，普通の警報装置で，この

ノ装置はロック型及び，ノンロツク型
の接鵡器と，警報用のベル或はサイ

レンが用いられている。この警報装

竃は何時でも危急の起った時に用い

られ,旋客も，船員も，この警報装
声

置が働いた吟にはどうしたらよいか

色

6

－舶用趣氣講座一．

教えられる。、

以上が一艘に用いられる警報装毒

であるが，これ等の系統の闘面を星

て船の電氣技術者は充らに研究し亡
置かねばならない。

2．逼信及び計測装置

（1）主j劉司漣速度計

福諺詫式主壌同韓速度計(electric

shaftrevOlutionindicatOOは推蓮

器軸の画鱒數を電氣を利用し七，一・

分間の同鱒敷，穂算同鱒數及び軸の

同韓方向を指示させるもので各撮罰堕

軸〔－刺以上の場合〕に同轆造度計

用發信機を装備し，胤難蟷豊.操縦室

及び艦を航行させるに必要な總巽で
の場所に指示器を装備し，これには

同期化式(Self-symhronizing)が用

いられ，發信機と指示調まお互に同1

期化して竹鋤するようになってい琴

（我國壺は直流式と交流式とが用W
られ主軸に取りつけられた發信樹諄

直流發電機或は交流發電機が用いら，

れている〕發信詮,指示器の入力程
線には110V,A.C.60サイクルに

よる電流が逢られ，この惑充はI､c

配電盤から維給される供給電流の周
波駁の鍵動低周遊数調整装渥で調整
され，絶えず一定の周波数のものが

供給されるようになっている。謹信

機は推進軸に直後歯車で結合され，

適當な支持枠に取りつけられる5主

軸の周に取りつけた歯車と謹信機の

歯車とは精密に心を出し，最大同鱒

|‘

｡

I
第5園
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力動かされる。遥從器は逢信稜に装

備され，水腫の鍵化により操舵室等

にある受信器に電氣的衝撃を與え指

示を與える。

この磯城は非常に複雑で，装鮒位

置も重要であるから製造所の技師に

－應取り,つけ位澄についても指示を

仰ぐ・べきである。受信器はセルシン

を用いているから，この作動原理も

熟知して置くべきである。

（4）操舵懸念警報装遥

この装置は110V,A.'C.60サイ

クルで舵機室に装倫された接謁器と

操舵室に装術されたサイレ.ﾝが鳴り

操舵機に何か故障があった時に蝶詑

室に警報するのである。

（5）風力計

これば風の速度及び船首に對して
の風の方向を指示するもので，セル

シン．モーターを應用して居り，前

橋に装備し，風力により1郡簿するよ

うになっている。指示器ほ海圖室か

操舵室に装備され，船の進路を航海

士がきめる時に用いられる。

これ等の外，電氣ホイッスル，サ

イレン等が用いられ,I.C.配識鑿よ

り電氣の供給を受けるようにしてあ

る。〔石川島重工篭罰輔1K長〕

INDIWO8
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され，感霊部(Salinitycell)は主

機復水器や，發電機用復水器及び其

他タービン系統内に装備される。こ

れ等の感騨部はパイプ．系統丙に入れ

た二つの接鯛器と，これ等二つの接

飼器を通して測定する鯉水中に入れ
た抵抗力坂りつけてある。繊騨計に
供給する電墜庇i20V,A.C､60サ
イクルであって，鍵墜器により。V

に下げ，この電墜は抵抗測定同路に

用いられる。どの感壁部も城溌計の

指示板に別々 に接綾され,選澤スイ
ッチにより，個々の讃みを示す。

感璽部用のリセプタクルは管工場

にて管系統に装備し，リセプタクル

の近く‘二取りつけられた接辮筒から

移動ケーブルで銭識する。

（3）‘ログ〔ピトー管式）

ピ1，－管式測鐸駁p_tometerlOg)

は船の連ガをノット<knot)で表示

させる測僅機械で主な部分は測量桿
(ro..meter>,嘩力計Cmano.neter)

及び受信器よりなる。この装置は電

氣と水墜の懸用で，測鮭桿は船殻に

取りつけ，パイロツ1､管と云はれ，

船底より海水に約3尺突出して居
る。座力計は測蛍桿の近くに裟術さ

”則麹旱から睡力計に二系統の管で

速がれ，船首から3分の1位の位涯

に袋附され，洲鼓檸には電氣は利用

して居らず，この測赴厚に入る海水

は，船力鋤き出すと，睡力計を動か

し，この睡力計により電氣の邊信機

一一一52－－－

第

の時に歯車がうまく噛易火合ふ様にし

てある｡臓時の跡錘を表はすには
電墜計を應用し，指針は軸に取りつ
け歌二歯車により同縛される磁石發電

篠を囲い遡發生する電唾の増減によ
り示される。推進軸の方向を示すの

維瑳信機に推進軸の同鱒乃麺になる

．と閉ぢられるスプリング接腸器があ

基舗鷆琶鰯鶏。
嶬は元に戻る。菰算同車蝉は同一の
指示器に表され，認討幾と指示器に
セルシン・モーター(Self-synchro･

noUsmotor)力蝶術されて居り，周

波歎調整羅を用い正確に同韓數を穣
雰ず亀ようになっている。
〃皇⑳計器の同路は非常に鋭敏であ

馬から売分な注意を梯はなければな
ら厳丸、‐。

i蘆淵鐵の厄嘩婦も用いら稲第5
魁嬬6掴に示した様に發信機は推
遡鋤に歯車を坂りつけて同韓させ，
磁雁i發翻後を用い電鍵を鍵生させ，

受信器ほ電睡計を應用し，目聴阪は
同鱒駿に比例して切ってある。積算

画鱒討ほ，稜信機に取りつけたカム

によ蝿蹴鋤の同縛でソ接鯛器の開
閉を利崩して働く様にしてある。
（2）城醗計ィ・
栓蝿計(Salinityindicatcr)は鰐

一の推進用タービンに剛いる鱸の水に
含震れる澱分の漉慶を計るものであ
つで，淑畷室,或は機賊室に装備

｜
’

！
じ
じ

近 刊書

，船舶電氣装備
石川島造船ﾙi‘込氣課長

三枝守英著

A5.380頁定債蝿0画（〒35画）
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氣を供給し，油嘩を増す前にそれを
増加することである。

バーナーを清淨に保つことも大事

である。バーナーが汚れていたり，

叉ほ城の中の一つのバーナーが汚れ

ていてもその段になぢと油ほ適當に

織粒化しないb郷章した（ごナーチ

ップ又はノズルを發見する必要があ

る．木叉は戦飼で捕除するかはりに

金腿を使ふと，屡を淵かなノズル效

果を害し煙の因となる。火夫がいつ

もチップナットをあまり過くしめた

ために涙れてしまったものがある。

そこから油が洩り鯉に滴Tej-る油が

露重t貧2雲翼ブ,“に炭
素塊が附蒲すると煙を蕊する。之は

ワックか棒で除かねばならない｡融

けた慨測薄遡識中に残る不純物や
次の成分と混合し，鐘床が漸次高く

なる。遂に燃壗する油が,とにあたる鐸
様に厳ると淡素がそこに析出’して煙
を發する。この熔津まのみと槌で破

壊し，ボイラー渤玲えてゐるときシ

ョベルで蝋外に出してやる。

時としでボイラーの邪斑板の位置

がわるくて塞氣流通を妨げ煙の因と
なることもある。

エ

’ QueStiOns､and

Answers

油弁を開く。すると嘩力のために油

は分離器か‘らクランクケースへ吹戻

される。勿論之を行ぷ前に分離拳に
＆

は油が溜ってゐなければならな､、．O

佛し分離器はクランクケースから蓮

I燕Lる凡ての油を捕へるから，この

方法ほ常に睡縮磯に合成された油を
加へる前に先づ佛用すべきである。
叉之によって分闘謡に油が溢ｵ心息鍾敷

率の落ちるのを防ぐ・．

１
１
１

煙の豫防

油焚蒸汽船の煙健普通その原因が

次のものに蹄せられる。撚油の温度

蹴への塞氣供総，燃焼器の状況，遮

壁及醗床をなしてゐる煉瓦の情況。

使用油に對する正しい燃澆温度ほ

大切である。正しい温度を知るため

粘度をチェックする要がある。燃曉

温度を何程とすべきかを示寸表があ

るが，之を決めるのには多数の鍵數

が含まれてゐるから，L､つ､もその表
が正しいとは言へないことを銘記せ

ねばならない。正しい温度を決める

には一寸した蜜驍が必要な場合があ

る。微粒化が不十分で淡い蕊の出る

のほ低温によること力蓼い。一同の

燃饒分毎には必ずその燃油の最良燃
焼温度を求めるべきである。
次の段階は城への塗氣供給を適正
』こすることである。筌氣が多すぎる

と鯉が冷えて「白煙」と呼ばれる黄

色い煙が出る｡鯉、のダンパーと
パーナーコーンを調節することか大

切である。之を行ふとき焔の菱化を

海混し，焔が汚れるかきれL,になる
か藍しらべねばならない。それによ
って調節が適鑓なこ昭二がわかる。煙

中のパーナーの寸法を混合してはな
らない。たとへぱ船を減速するとき
｛まバーナーを締切ってゆくべきで’
凡てのバーナーのチップを替へない
‘限り小さいバーナーチツフ．を入れか
グ、てはならなM,。小さいチップは小

基蕊鑪蛎難冨了喜
握雛,室辮熱器等が汚れでゐると
謹僅の因となる。特にそれらが何か

の具合でつまったり掲じてゐるとき

はさうである‘速力をます時發煙を
′

さける一方法は必要と溌想される空

｜

’ヂーゼル機關の零の漆査

ヂーゼル機關の同韓が正常ならば

機關の排氣は完全に清淨である一也き
である｡過負荷の際は普通排氣が曇
る。穰關力莚翻伏態で画簿してゐて
掛氣が曇れば直ちに原因をしらべる
だめ完金睡査をぜねぼならないざ

し－7』

之を行ふ最も易しい方法はパイ'ロ
メーターで各氣筒の排氣を調べる,⑳

である。異常が起れぽ凡て，任意の

氣筒に於てその氣筒の琲氣温度の差
異で示される。黒色の排氣は負荷の

過大で起る｡燃料油噴射の鉾磯がお
そい時にも起る。燃油噴口又ほ他の

弁に洩れがあるとI躍諭率を低めて上

の現象の一因となる。叉撚油噴口の

孔が止ってゐるかも知れない。・ビス

J､ン弁が膠着して鯛鴬されたガスを

ピストンのわきから吸出してゐるか
も知れない。筌氣滝過講叉は久画ツ

ト管が汚れてゐることもある‘

潤滑油が多過ぎると排巍麺常脊

蝉§かつてくる｡之は潤滑油の遥大
なた必と,機賊的氣筒潤織崖置鈍
じ過多の油を供給するためと滋ら起

る。若干の蕊噛の排氣温度が異常に

低いことをパイロメーターが示す時

ば燃料ポンプを先づ調べ，カズケッ

トが洩れてゐないか，凡-頁p弁が緊
密であるか，叉自由に動くがを見る

のが第－．である。ポンジの調腱弁腫

緊密で，噴口の孔が止つさ､ないこ

とが必要である。この蟻査を行えぽ

排氣はきｵじいになる。

１
１
１
１

、

壁力下にあるアンモニア塵縮
機のｸﾗﾝｸｹー ｽ中の油を取
替る方法

之には二方法がある。第一の方法
では先づ睡縮機の吸入弁を閉ぢ･亡之
を迩灘し，吸入側即ち低卿蝿力計
が僅に鏡塞誕げる様になると墜縮
機の基底の鋤恥から詮を収去る，
クランクケーえは既にアンモニア

から鰯離されてゐて，この栓をとっ
ても機關士がアンモニアで火傷する
ことほない。漏斗を挿入して油をク
ランクケースに注ぎ，油面計の半分
まで正しく注油されLifi1二めるので
ある。

第二の方法では油分離総の底の排‘
-d3-

▲

、

1
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出た後でも-ゴミzF溝起り，それを

直すために時と金を変すことになる

からである。

その装置の中の･リーーモスタツ,_及

その他の標準の頴戒により，凡てが
適正に廻噂されていることが示され
る時はこの様な不平は不営と思われ

るかも知れない。併し不平が匪々起

る時は普通一々調査を行うものであ

る。

普通の寒暖計と潔度計によってそ・
の不平の正しいことの示さ射る場合．

が多い。船上の現在の装践に不滿の

蕊があるときほ，客室その他筌氣調

節を行った場所で床から天井まで數

黙で計器の識みをとるべきである。I

この場合技術者は他の因子をも調べ

るであろうが，一般に温錘化が大

きいことを見出すであろう。

温度深度がある程度不均等な場合

室氣調節を行ってl''､る園壁の各所で
室氣速度力撰く鍵動することが通常

見うけられる。この状態はマッチの

焔，煙草の煙，叉は綿ケバの動きに

對する室氣の流れを注意することに

よって更に確められる。総確な試數

は温度風速計を使つ浜行う。Kata*

暖計も使用出來る。併しこの方は少

し厄介で操作にも暇がかかる。恐ら

く一番使易いのはアネモテルムで，

畠､ケーブルの端の4､さいテスター
から筌氣の温度，速度及纈堅力測ら

れ，凡ての{画汀亙接の識でそのま上

得られる様な尺度の上に明らかに指

示される。

もし上述の試隙で塞氣が室内を不

適當に循環していることがわかった

､暁その原因は導管の空氣吹出口に

あることが筆い。最近ある船で筌氣．
調節装腫が希望の湖度，灘度を保ち

得なかったものを調べた結果，故障

の因は全く筌氣が導管を出たのち，

不適常に散布きれていることにあっ

た。］反付けてあった格子孔(グリル〕

の代りに有敷な空氣散布器を使用し

今日の船は旅客や船員の住む殆ど

全ての場所に，室氣調節を行ってい

る｡第二次大鋤はこの様な装置は
一つの費澤と考えられ，大食堂證の

麓難篭鰯星鰯曹
れていた。

今日再び世界的旅行がポピュラー
となり，快適さを知る人々 は陸上で

普通に行われている室氣調節を海上
でも要求している｡,この要求を充た

すため再議装された豪華客船づ数は
増加し識けている。一一而して競争

が激しくなるにつれ將來この傾向は

急激に膨脹することであろう。

現在はスピードの時代で航海日数

は減少し，族客は避に滞在する時間

力靖し?ご來たbその港は多く温度潔

度力塙く，これら熱帯地方を航海す
る船上で快適を保つことが室氣調節

の肝要な一つの理由である。併し冷
たい天候の航海も諾の航海溌定表に

入っている。これ等の船は自然の道

化者が如何に塗化しても均等な温度

澪度を保つ様になって来た。
艦舶に於ける室氣調節の物理的要

求は陸上建築とは異る。一般に一室
-‐室が小く人間の密度が100沢に2

名に達する。太陽の曠射が大切な因

子となり，銅鐵の船鎧は相當の熱を

吸收する｡艦の進路ほ一日に勤司塗
り，タ郷の温度と鴻度も旗く一一数

時間の間に何同も－－塗化するであ
ろう。

錨蝿〈密に造られていること力捌
の問題を提起する。外部から室氣の
謬ｽ$が少く，人口密度が高い力ざら，
潅水，機關室，燃料及貨物からの臭
巍錘理せねばならない｡･迩當な通
風を行わないと灘度も叉極端に高く
なるかも知れない。これ等船の筌氣
調節の特撰性にも拘らず，成功的な
方式の根本陽輕は陸上のものと同じ
である。肝心なことは華莱の識市を
迩當に行うことである－－装睡の他
0

、
、＄

海外技術資料

船の生活を

．快適にする

／適當な空氣

散布に就て

｝

夕

I の成分がどんなによくてもこれ力逢

麹を成功させたり,失敗させたり
するものである。

室氣散布器を適正に選ぶことによ

って，内部氣候のコントロールに對

する最も嚴しい仕様書にもある様に

調節した室氣を分布させることが出

來る。その撰澤を誤ると必ず風の流

れを起L，温度は不均一となり，鴻

度のコン]､ロー”悪く，室氣力滑状
に分れ，動かないエヤポケツ1､，そ

の他の,面白くない状態を惹きおこ
す。

冷却の篤に導管中の室氣温度は急
激に落させねばならない。それによ
って調節すべき場所の暖い室氣と混
じた時吹込まれた冷たい筌氣が任意

の全賎的室温を輿えることになるb
この冷たい高速の空氣が導管を出
るときその吹出口の撰澤を誤ると大

抵の場合，室内の温室氣と混合して

その速度力職ずるまでに居住籍内に
風となって吹きこんで來る。かかる

不完全な状態を避けるには，管口で
筌氣の速度を減ずる以外には方法が
ない。そうすれば邊込まれる冷たい｜
室氣と温い室内室氣とは居住籍の上
方で混合し，居住籍に達する時には
混合筌氣は調節された風を感じない
状態に分布されてしまう。このこと
は適當に調節された必要愚:の筌氣が
供給されることより大きな意味を持
っている。何となればもし室氣が不

適営に循頚すれば一一たとえ導管を

－54－
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た所’温漂度共殆ど凡ての部分に亘

り正確に保たれる様になった。．

先に指摘した通り，絡子叉は調風
板つきの孔や有孔パネル等在来の空
氣口から入ってくる冷筌氣は普通床
面まで吹きおろし，これ力魑い室氣
を天井に抑上げる｡冷たい室氣の速
度が小くなるまでほ湖い室氣との混
合は妨げられ，風のある筒,れた状態
を惹起す。温度の奨動は大きく漂度
は不均一になり，動かないエヤポケ

ツ'､が多くなる。

前述の失敗した船の場合，その不

滿足な状態を直すのに4aSPirating''

室氣散布器を用いて成功した。圖に

に擴がり，最後に低速，倒堕の室氣

塊として居住帯の高さに達する。第

一次の室氣混合作月1力辮内で起り，

更に主な室氣の攪凱が吹出口のごく

近邊に制限される結果，室内居住者

は風の動きを感じない。導管の室氣

孔に在來の吹出口を使った時と異り

混合室氣はゆるやかに室内に砿がり
吹きこむことがないから，柱，備品

家具等が室氣の流れを邪魔するおそ

れがない。動かないエヤポケット，

一一過冷叉は過熱による－は船室

内至臘に筌氣が完全に分布されるた

あ消滅する，全膣の結果として風を

感じない均等な温度深度の分布が得

關係する因子が多L,ので，た壁一

つの設計の篁氣散布器で凡ゆる型式

の設備に役立つと期待することは出

來ない。それ故條件力撰れぱ別の設
計のものを利用せねばならない。た

とえば180個の散布器がごく最近あ

る特殊の施設に用いられている。全

鐙を通じて傭牛が塗化するため，そ
の72個は壁型(wall-type)で108個

は天井型(Ceiling-1ype)である。

室氣調節を行った室氣の速度は，

ある所では毎分1500‘尺を超えるが

室内の居住帯の高さでは毎分40呪

－－毎時’/曾哩以下一一をこえない

これ等の散布器は最高速度の琴昔
内の筌錆を無剛罐で循窒せしめる
ので，小さい導管で從來より大量の

室氣を扱うことが出来る。散布器の
型式，位置を適當に撰べば，柱，備
品，家具等に關係なく完全に室氣が

分布するから導管の配置も楽になる
であろう。導管が小さくなり，配置

が簡単になれば，遥船家は債値のあ
る場所を凌ぐとり，設備費を減ずる
ことが出来る。運動部分がなく，必

ず快適になるのであるからこの装置
はすべての黙で成功である。

本文は室氣散布の軍大なことを鰻
調したものである。科學的な室氣の
分布はこの導管出口にかかって居り
これに注意を梯わなければ全装置を
殺すことにもなることを銘記する必
要がある。〔田・宮眞〕

、

、

１
１

られる。

併しとの様に筌氣の
吠態が調節されるには

考えるべき多数の因子

がある。例えば次の如

きものである。その場
所の使用目的，居住者

の数〔最犬値,最小値〕，

面積，天井の高さとそ

の設計，導管の瞳出口

叢

I

I
鷺

、．．‐．私

の位置，導管の寸法，室氣速度，許

容される騒音の高さ,毎時換氣同数，
その唾醐内で許される室氣速度柱其

の他邪魔物の位置照明装置の位置，

型式及發熱量，排出室氣口の位置，

南部の熱の異常な集蝿太陽の輻射
その他。

散布器の型式の撰澤にあたっては

専門家に相談するのがよいが準備的

の計遥では製作者の型錐によっても
よい。

示す通り，この考案は科學的に設計

された一組の圓錐形金風板を互に-．

定の關係位澄に保って樵成したもの

である。船室等に入ってくる室氣は

この中を通る時，その特異な設計に
よって急に速度を域ずろ。同時に錨

室内の室氣が散布器丙にサイホンで
吸入され~一邊入される室氣の約35

％一邊入された筌氣と混合する。

この混合氣は低速で散布器を出て居

住籍の十分上方で識定された面積上

分
、

× ×

欲しい。そうしたならば漁船・機帆
船等小型の船の稼動率は大となり,．
また蓮韓員の数も激じ得て，利益を
滴らす率が大きいであろう8
アメリカでは自動車の装置が誰に
でも操縦出來る様にどんどん簡単に
なって來て居るという。船橋管制の
簡単なそうして確賞な装澄の工夫も
出來ない事はあるまい。ところで多

“6頁より〕
來る様なものになって欲しい。すべ
てヂーゼル。エンヂンほその傍につ

ききりで無くて濟む禄な確賓のもの
になって欲しい。それはまた多量生
産方式で作り，部品はすべて互換性
をもつ様にし，修理換装を要する時
には，部品番號を製造所に言えば直
ちに詮って貰える様なものになって

くの船主や使用都11は，食はず雄の
熟があったり，また漁村の如きは中
因々襲を守るに忠蛮で,新らしいも
のに飛びつく勇氣に乏しい事は遺憾
である。よいものが出来た曉には，
指導船等官臓用の船が先づ先鞭をつ
けて範を示1－，啓蒙に當る蕊が必要
であろう。

■
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新造船一覧表第11集

１
１

憲癖~蚕1scW1"|悪室,|建鐙所|總噸蝋|讓苧|曇×縞×漆("i韮機馬力’ 速力

2窪71宮烏丸IMW1KC121鵜内外運転|石川烏重工|3.7045,6761346'70×51.17×26.571:川麓里|13(14･8S)
24.1大仁丸,IT3021KC321豊大津海迩|日立悶烏|2,40013,5821295.20×坐.28×23.941昔立鯏|11(14)
些|富貴誠FO561KD311内外汽船三菱横演|2,02812,9141281.13×41.00×21.32星菱撫|10(11･5>
24.71第5東西丸T3011Kc81叢東西汽船’13,65015,27034L2x甥.10×27･7:川慰劉12(14.25)

汽船'三茅玉野|2,40013,3501288.71×44.29×22.9怪井竪MI11(13)24.81乾昌九|K3141KDI叢乾 ’

24.51利玉丸IK306IKD21鍔玉井商店|日本滋船渠|2,0242,8121274.02×40.03×20341冊爾製'10"2句
|富山丸|T303kF351蕊大洋罐騨|波止渡船渠|6s519501191･41×29.86×14.73腸崎動認|s･5"ﾛ

〔詮〕装印ば船舶公国と共有を示す。R(レシプロ),T(タービン),速力ほ巡誠（最大）を示す。

〔訂正〕7月溌和玉丸ほ上琵の如く訂正｡8聯富士丸ばKC9,日本銅静鶴見造船所建逵に訂正。
大型輸出船（契約濟)NO.3(24-8-30現在).輸、出艀
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大阪市浪速座日本橋筋三丁目四五(松阪屋五階）遮話南1331-9
束京都千代田厘紳田旭町一ニノ三冠冒諦l'田2m5･6･4266-7
刺1戸市生田座浪速町二七遮話元町3582
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本肚
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船舶積載用

船舶に積載して船舶に於ける各禰油の
清淨叉は再精製に好評1

最寄の日立製作所特約"iでお求め下さい！

尚部品を豊富に取揃へてありますから、修理・保守等に
は、何卒最寄のサービスステーションを御利用下さい。
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